
f-り
久
局
、
。
ル

第
三
十
五
巻

第
四
時
肌

昭
和
五
十
二
年
三
月

護
干7

ア
ィ
ム

i
ル
朝
末
期
の
内
証
を
め
ぐ
っ
て

堀

JII 

徹

i立

じ

め

iζ 

一
四
六
九
年
に
、

戸
と
略
す
〉
が
残
す
る
や
、

ス
ル
タ

l
ン
・
ア
ブ

l

・
サ
イ
l
ド
・
ミ

l
ル
ザ

l

F
-
Sロ
〉

Z
F
J
L
冨
M
H
N
削

(
以
下

ω巳
芯
ロ
を

ω一・
、
玄
可
N

削
を

- 1ー

そ
れ
ま
で
ま
が
り
な
り
に
も
統
一
を
保
っ
て
い
た
テ
ィ
ム

l
ル
朝
は
、

ア
サ
イ
ン
・
ミ

l
ル
ザ

l
巴
・
恒

gaロ
冨
・

政
権
と
、
ア
ブ

1
・
サ
イ

l
ド
の
長
子
ス
ル
タ

l
ン

・
ア
フ
マ
ド

・
ミ
l
ル
ザ

1

2
・
〉
ザ
自
主

冨
・
が
統
べ
る
サ
マ
ル
カ
ン
ド
政
権
と
に
分
裂
す
る
。
小
論
で
取
上
げ
る
サ
マ
ル
カ
ン
ド
政
権
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ア
フ
マ
ド
自
身
が
直
接
統

サ
マ
ル
カ
ン
ド
や
ブ
ハ

l
ラ
ー
を
中
心
と
し
た
所
謂

7
l
・
ワ
ラ

l
・
ア

γ
ナ
フ
ル
地
方
で
あ
っ
て
、
テ
ル
ミ
ズ
、
パ
ダ
フ
シ

ヘ
ラ

l
ト
を
中
心
と
す
る
ス
ル
タ

i
ン

治
し
た
の
は
、

ャ
ー
ン
、

ヒ
サ

l
ル、

ク
ン
ド
ゥ
ズ
と
い
っ
た
ア
ム
河
上
流
域
地
方
で
は
、

彼
の
同
母
弟
ス
ル
タ

l
ン
・
マ
フ
ム

l
ド

・
ミ
l
ル
ザ

l

(/) 

冨
白

r
s
E
冨
・
が
、

フ
ェ
ル
ガ
l
ナ
盆
地
で
は
、

異
母
弟
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
・
ミ

i
ル
ザ

l
d
B
R
ω
E可

rr
冨
・
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、

兄
か
ら
ほ
ぼ
濁
立
し
て
君
臨
し
て
い
た
。
彼
ら
、
と
く
に
ア
フ
マ
ド
と
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
と
は
樹
立
し
、
戦
闘
を
繰
返
し
た
が
、
そ
れ
で
も

一
四
九
四
年
ま
で
の
二
五
年
間
ア
フ
マ
ド
政
権
は
表
面
的
に
は
安
定
を
保
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
六
月
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
が
袈
し
、

績
い
て
七
月
に
ア
フ
マ
ド
が
嘉
ず
る
や
、
俄
然
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
支
配
権
を
め
ぐ
る
争
奪
戦
が
開
始
さ
れ
る
。

565 
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小
論
で
扱
う
の
は

一
四
九
四
年
か
ら
、

ウ
ズ
ベ
グ
族
の
シ
ャ
イ
パ

l
ニ
l

・
ハ
ン

ω
r
a
E
E
同
冨
ロ
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
占
領
す
る
一

五

O
O年
ま
で
の
約
六
年
間
で
あ
る
。

乙
の
時
期
は
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
が
衰
亡
し
、

そ
れ
に
代
っ
て
所
謂
シ
ャ
イ
パ

-ニ
l
朝
が
勃
興
す
る
と
い
う
歴
史
の
輯
換
期
に
嘗
に
る
。
私
は
、

ζ

の
混
観
期
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
接
的
に
は
、
テ
ィ
ム
l

ル

朝
史
や
シ
ャ
イ
バ

l
ニ
l
朝
史
を
、

さ
ら
に
は
、
嘗
時
の
中
央
ア
ジ
ア
史
全
践
を
理
解
す
る
震
の
足
掛
が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
。
と
ζ

ろ
が
、

①

?

ムザ
l

わ
が
園
に
お
い
て
は
、
根
本
史
料
に
擦
っ
た
研
究
が
皆
無
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
事
典
あ
る
い
は
概
読
書
の
類
で
も
、
例
え
ば
、
君
主
の
在

位
年
間
の
記
述

一
つ
と
っ
て
み
て
も
、
誤
り
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
で
た
ら
め
に
近
い
こ
と
に
気
附
く
。
そ
乙
で
ま
ず
、

乙
の
六
年
間
に
繰
庚
げ

ら
れ
た
サ
マ
ル
カ
ン
ド
争
奪
戦
の
経
緯
を
、
主
と
し
て
、
ム
ガ
l
ル
朝
の
創
始
者
バ

l
ブ
ル
の
自
絞
停
『
バ

l
ブ
ル
・
ナ
1
マ』
N
w
n
忠
実
・
之
さ
ね

@
 

(
以
下
∞
Z
と
略
す
)
に
擦
り
つ
つ
順
を
追
っ
て
記
述
し
、
嘗
時
の
雰
園
気
・
全
佳
的
イ
メ
ー
ジ
を
俸
え
る
乙
と
を
、
小
論
の
第
一
の
目
的
と

シ
ャ
イ
パ

l
ニ
l

・
ハ
ン
興
隆
の
歴
史
的
背
景
を
知
る
乙
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
内
証
の
性
格
を

し
た
い
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

明
ら
か
に
す
る
乙
と
を
め
ぎ
す
。
そ
し
て
、

そ
の
作
業
を
通
じ
て
、
テ
ィ
ム

1
ル
朝
園
家
の
権
カ
構
造
を
解
明
す
る
震
の
糸
口
を
探
り
出
す
乙

一 2 ー

と
が
、
第
三
の
目
標
で
あ
る
。

サ
マ
ル
カ
ン
ド
争
奪
戦
の
舞
蓋
に
登
場
す
る
人
物
を
分
類
す
れ
ば
、

五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
乙
と
が
で
き
よ
う
。

)
 

唱

i(
 
テ
ィ
ム

l
ル
家
の
皇
子
百
可
乱
に
ち
。

ア
フ
マ
ド
に
は
男
子
が
な
か
っ
に
。
彼
を
嗣
い
忙
の
が
、
弟
マ
フ
ム

l
ド
で
、
そ
の
後
を
マ
フ
ム

l
ド
の
次
子
パ

イ
ス
ン
グ
ル
・
ミ
l
ル
ザ
|
∞

s
m
g
m
r
E
冨
・
が
襲
っ
た
。
彼
は
、
回
暦
八
八
二
年
(
一
四
七
七
/
七
八
)
に
生
ま
れ
、
一
四
九
九
年
に
ホ
ス

ロ

l
・
シ
ャ
l
(
後
述
)
に
試
さ
れ
る
。
聴
明
で
人
間
味
が
あ
り
、
性
質
の
良
い
優
れ
た
君
主
で
、
書
董
・
詩
作
に
も
長
じ
て
い
に
と
い
う

S
Z
2
5。
パ
イ
ス
ン
グ
ル
を
追
っ
て
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
巻
入
手
し
た
の
が
、
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
の
長
子
ザ
ヒ

l
ル
・
ウ
ッ
デ
ィ

l
γ

・
ム

系
固
ー
か
ら
解
る
様
に
、
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ハ
ン
マ
ド
・
パ

l
，フ

ル
N
と
己
司
白
「

U
E
宮
ゲ
円
四
切
同
月
】
己
円

(一

四
八
三
年
二
月
一
四
日
生
1

一
五
三

O
年
一
一
一
月
一
一
六
日
夜
)
で
あ
る
。
彼
は、

四
年
、
数
え
年
一
一
一
歳
で
父
の
後
を
嗣
ぎ
フ
ェ
ル
ガ

l
ナ
の
支
配
者
と
な
っ
た
。

一
四
九

一
四
九
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
百
日
間
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の

主
と
な
っ
た
の
を
は
じ
め

一
五

O
O年、

一
五
一
一
年
に
は
、

一
時
的
で
は
あ
っ
た
が
、

ウ
ズ
ベ
グ
軍
の
手
か
ら
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
奪
還
し

て
い
る
。
文
武
両
道
に
優
れ
た
傑
物
で
あ
っ
た
乙
と
は

自
紋
体

『パ

1
0フ
ル

・
ナ
l
マ』

の
文
章
か
ら
も
容
易
に
察
知
で
き
よ
う
。
次
い

マ
フ
ム
l
ド
の
三
男
ス
ル
タ
l
ン
・
ア
リ

l
・

ミ
l
ル
ザ
l
ω
一
メ
ゴ
冨
・
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
奪
取
す
る
。
彼
は

『
ウ
ズ

ベ
ク
共
和
園

@
 

史
』
が
記
し
て
い
る
よ
う
に
優
柔
不
断
な
人
物
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。

彼
の
母
親
ズ
フ
ラ
・
ベ
ギ
・
ア

l
ガ
l
N
Z
7
5
宮
空
〉
包
は
ウ
ズ

ベ

グ
族
出
身
の
側
室
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
、
一
五

O
O年
に
シ
ャ
イ
パ

l
ニ
l

・
ハ
ン
が
い
と
も
容
易
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
占
領
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
彼
は
一
五

O
O
年
に
シ
ャ
イ
パ

l
ニ
l
の
手
で
殺
害
さ
れ
る
。

で、宮
・
と
末
子
ス
ル
タ

l
ン

@
 

凡
庸
な
人
物
で
、
父
マ

フ
ム

l
ド
が
サ
マ

ル
カ
ン

ド
へ
上
っ
た
後
を
受
け
て
ヒ
サ

l
ル
を
支
配
し
た
が
、

結
局
サ
マ

ル
カ
ン
ド
の
王
座
へ
引
く

乙
の
ほ
か
に
、

争
奪
戦
に
関
わ
っ
て
く
る

皇
子
と
し
て
、

@
 

ワ
イ
ス

・
ミ
l
ル
ザ

1

2
・
者
白
ヨ
冨
・
(
ハ
ン

・ミ

1
ル
ザ
l
穴
r
E
ζ
・
)
と
が
翠
げ
ら
れ
る
。
マ
ス
ウ
l
卜
は

マ
フ
ム
l
ド
の
長
子
ス
ル
タ
l
ン

・
マ
ス
ウ
l
ド

・
ミ

l
ル
ザ

l
ω
一
宮
田
氏
邑

- 4 ー

乙
と
も
な
く
一
四
九
八
年
に
ホ
ス
ロ

l
・
シ
ャ

l
の
手
で
盲
と
さ
れ
一
五

O
七
年
に
残
す
る
。

@
 

時
、
母
親
に
連
れ
ら
れ
て
伯
父
ス
ル
タ

l
ン

・
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ
ン
の
居
城
タ
シ
品
ケ
ン
ト
へ
と
赴
い
た

S

Z
HNω)。

一
方
ワ
イ
ス

・
ミ

l
ル
ザ

l
は

父
が
亮
じ
た

マ
フ
ム

l
ド

・
ハ
ン

は
、
そ
の
時
直
ち
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
向
け
て
出
馬
し
て
い
る
。

ワ
イ
ス
・
ミ

l
ル
ザ

l
の
背
後
に
は
、

7

フ
ム

l
ド
・
ハ
ン
を
中
心
と
す
る

モ
グ

l
ル
勢
力
が
控
え
て
い
る
乙
と
を
常
に
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
彼
は
一
五
二
一
年
に
他
界
し
た
。

争
奪
戦
の
貫
質
的
な
捲
手
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

る
三
人
を
紹
介
し
よ
う
。

ア
ミ

l
ル
回
日
可
(
ベ
グ
r
o
m
)
に
ち
。

ア
ミ

l
ル
層
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
、

と
く
に
重
要
な
役
割
を
演
じ

パ
ル
ラ
ス
回
目
ユ
白
日
部
の
ア
フ
マ
ド
・
ハ
ー
ジ

l

・
ベ
グ
〉
グ
ヨ
包
j

恒
旦
』
同
四
巾
∞
一
。

ア
ブ
l
・
サ
イ
l
ド
は
、
最
初
彼
に
へ
ラ
l
ト
の
支
配



擢

σロ-内口同
H
H

え
を
、
そ
の
後
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
そ
れ
を
輿
え
た
。
彼
は
ア
フ
マ
ド
・
ミ
l
ル
ザ
ー
の
も
と
で
最
も
有
力
な
ア
ミ
l
ル
の
一
人
で

あ
っ
た
。
勇
敢
で
恐
れ
を
知
ら
ぬ
人
で
は
あ
っ
た
が
、
戦
闘
で
の
指
揮
は
そ
れ
程
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
自
家
産
の
快
足
馬
を
飼
育
し
て
乗

り
回
す
一
方
、
ワ
フ
ァ

i
イ
l
巧
民
生
と
い
う
ペ
シ
ネ
l
ム
を
持
つ
詩
人
で
も
あ
っ
た

S
Z
N
Z
l
N
H
3
0
次
は
彼
の
作
品
で
あ
る
。

し

ら

ふ

①

素
面
だ
と
わ
か
る
自
に
俺
を
捕
ま
え
て
く
れ

酔
ぱ
ら
つ
に
よ
ょ
う
見
廻
り
役
さ
ん
今
日
は
見
逃
し
て
く
れ

彼
の
性
格
を
訪
併
さ
せ
る
で
は
な
い
か
。

か
の
有
名
な
詩
人
ミ

l
ル
・
ア
リ
l

・
シ

l
ル
・
ナ
ワ

l
イ
l

冨
可
メ
ゴ

ω
E
H
Z田
君
巴
と
も

③
 

ナ
ワ
l
イ
ー
が
へ
ラ
l
ト
か
ら
サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
や
っ
て
来
た
時
に
は
彼
を
庇
護
し
て
い
る
。

一
四
九
六
年
、
戦
闘
中
捕
え
ら

親
交
が
あ
り
、

れ
て
殺
害
さ
れ
る
。

ア
フ
マ
ド
・
ハ

l
ジ

l
・
ベ
グ
と
勢
力
を
二
分
し
て
い
た
の
が
、
ダ
ル
ヴ
ィ
シ
占
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
タ
ル
ハ
ン
口
氏
£
岳
冨
玄
吋

R
W
Eロ

@
 

で
あ
っ
た
。
敬
度
で
人
間
味
豊
か
な
ダ
ル
ヴ
ィ
シ
占
・
タ
イ
プ
の
人
で
、
常
に
コ
l
ラ
ン
を
書
寓
し
て
い
た
。
チ
ェ
ス
と
鷹
狩
と
が
得
意
で
あ

ア
フ
マ
ド
・
ミ
l
ル
ザ
l
の
も
と
で

⑪
 

彼
は
タ
ル
ハ
ン
の
特
権
を
持
ち
、
ま
に
系
圃

E
か
ら
解
る
様
に
、

っ
た
。

「
絶
て
の
ベ
グ
よ
り
偉
大
で
傘
敬
さ
れ
て
」
い
に
と
、
パ
l
ブ
ル
は
俸
え
て
い
る

S
Z
N
H
S。

ー 5 ー

と
と
も
に
、

ア
フ
マ
ド
・
ミ
l
ル
ザ
l
、

弟
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
マ
ズ
ィ
l
ド
・
タ
ル
ハ
ン
冨
乞
呂
田
N

丘

叶

R
r
Zロ

マ
フ
ム

l
ド
・
ミ

l
ル
ザ
l
兄
弟
の
叔
父
に
嘗
た
る
こ
と
を
利
し
て
、
強
大
な
権
力
を
手
中
に
牧
め

て
い
た
。

一
族
の
中
で
、
妹
婿
の
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
ア
リ
l

・
タ
ル
ハ
ン

R

〉
ゲ
門
戸
同
ナ
メ
ロ
叶

R
F
Eロ
と
そ
の
子
パ

l
キ
l

・
タ
ル
ハ
ン
回
白
色

叶，

R
W
Eロ
と
は
、
ブ
ハ

l
ラ
l
の
支
配
権
を
握
っ
て
お
り
、
ウ
ズ
ベ
グ
族
の
シ
ャ
イ
パ

l
ニ
ー
も
、
一
時
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
ア
リ
l
の
庇
護
を
受

⑪
 

け
た
乙
と
が
あ
る
。
彼
の
従
土
ロ
己
Q

(
〈
ロ
α}向
。
る
は
三
千
人
に
、
息
子
バ
l
キ
l
の
そ
れ
は
五
・
六
千
人
に
達
し
た
と
い
う

S
Z
N
N
ε
。

ダ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
タ
ル
ハ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
タ
ル
ハ

γ
家
一
族
が
、
嘗
時
、
支
配
者
層
内
に
お
い
て
特
に
高
い
地
位
を
占
め

て
い
た
乙
と
は
疑
い
な
い
。

569 

ホ
ス
ロ

l

・
シ
ャ

l
穴

7
5吋
担
当

ω
z
r。
彼
に
閲
し
て
は
、
パ

l
ブ
ル
が
見
事
に
絞
述
し
て
い
る
宙
Z
N
gl
s
ろ。

ト
ル
キ
ス
タ
l
v
句
の
キ
プ
チ
ャ
ク
族
出
身
で
あ
る
。
幼
少
の
時
、
タ
ル
ハ
ン
の
ベ
グ
た
ち
に
近
侍
し
て
い
た
。
正
に

〔
小
姓
ロ
E
V
E
で
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時⑬あ
っ

?こ⑮

そ
の
後
、

ア
ル
グ

ン
族
の
マ
ズ
ィ
!
ド
・

ベ
グ
の
従
土
と
な
っ
た
。
ま
に
た
く
聞
に
目
を
掛
け
ら
れ
に
。
イ
ラ
ク
の
災
難
の

ー
は
寵
愛
し
て
い
た
。

ス
ル
タ
l
ン

・
マ
フ
ム
l
ド

・
ミ

l
ル
ザ
ー
に
加
わ
っ
て
途
中
で
立
汲
に
仕
え
た
矯
に
、

非
常
に
勢
力
が
増
大
し
た
。

ス
ル
タ
l
ン

・
マ
フ
ム

l
ド

・
ミ
l
ル

ザ

の
vり、

ス
ル
タ
l
ン

・
マ
フ
ム
l
ド
・
ミ
l
ル
ザ
l
の
時
代
に

な
ん
と
従
士
は

五

・
六
千
人
に
達
し
て
い
た
。

ア
ム
河
か
ら
ヒ
ン
ド
ゥ

l
ク
シ
の
山
ま
で
の
地
方
で
、
パ
ダ
フ
シ
ャ

l
ン
以
外
は
総
て
彼
に
属
し
た
。
税

⑮

も
て
な
し

の
徴
牧
で
き
る
土
地

E
g
g
m
g
可

R
r。
饗
躍
は
良
か
っ
た
。

気
前
が
良
い
。

ト
ル
コ
的
責
欲
き
で
見
附
け
出
す
人

r

z
H
E
c
r

g
c
f
z
g
宮
司
門
戸
山

r
oロ
田
口
宕
包
-
が
、
同
様
に
、
見
附
け
て
き
た
物
を
ま
た
大
い
に
浪
費
し
に。

ス
ル
タ
l
ン

・
マ
フ
ム
l
ド
・

ミ
-

ル
ザ
l
の
残
し
た
後
、
彼
の
息
子
た
ち
の
時
代
に
、
自
分
は
非
常
に
強
大
と
な
っ
た
。
従
士
は
二
蔦
人
に
達
し
て
い
た
。
祈
薦
は
行
な
っ

そ
し
て
、
〔
タ
ブ
l
の
〕
食
物
を
控
え
て
い
た
け
れ
ど
、

う
つ
る

恩
知
ら
ず
の
人
ピ
っ
た
。
五
日
間
の
移
い
易
き
世
界
の
魚
に
、

た
け
れ
ど
、

後
ろ
暗
く
み
だ
ら
で
あ
っ
た
。

ば
か
で
低
能
で
不
質
で

一
人
の
、
自
分
を
育
て
た
恩
人
の
息
子
を
盲
と
し
た
。
ま
に
一
人
を
試
し

し
か
し
、

魚
に
か
よ
う
な
悪
事
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、

に
。
紳
の
前
で
は
罪
人
で
、
民
の
前
で
は
堕
落
し
て
い
た
。
最
後
の
審
判
の
麓
ま
で
、
呪
阻
が
相
醸
し
か
っ
た
。
こ
の
移
い
易
き
世
界
の

か
く
も
農
大
な
豊
か
な
地
方
と
、
か
く
も
重
装
備
の
従
士
と
を
も
っ
て
し
で
も
、

- 6 ー

一
一
勿
の

雌
鶏
と
さ
え
相
見
え
な
か
っ
た
。⑮

 

一
介
の
小
姓
か
ら
高
戸
の
ア
ミ

l
ル
に
ま
で
成
上
り
、
遂
に
は
、
自
分
の
主
君
の
子
の
一
人
マ
ス
ウ
l
ド
を
盲
目
に
し
、
別
の
一
人
バ
イ
ス
ン

グ
ル
を
試
す
に
至
る
ホ
ス
ロ
l
・
シ
ャ
l
の
人
物
像
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
一
五

O
五
年
に
シ
ャ
イ
バ
l
ニ
ー
に
殺
害
さ

れ
る
。(3) 

ホ

l
ジ
ャ
家
。

ホ

l
ジ
ャ
・
ウ
パ
イ
ド
ゥ
ッ

ラ

l
同
}
困
者
帥

VRdzz一色
Z

Y
(
ホ
l
ジ
ャ
-
ア

フ
ラ
l
ル
穴
r
d司
副
芯
〉

fs円
〉
の
二
人
の
息
子
も
こ
の
権
力
抗
争

ホ
ー
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ

1
ル
は
ナ
ク
シ
で
ハ
ン
デ
ィ
ー
数
圏
の
長
で
、
そ
の
宗
教
的
権
威
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
ま
に
、

1
・
ワ
ラ

1
・
ァ

γ
ナ
フ
ル
瞳
一
の
地
主
で
あ
り
商
人
で
も
あ
っ
七
。
す
な
わ
ち
、
被
は
中
央
ア
ジ
ア
各
地
に
二
ニ

O
Oに
も
の
ぼ
る
土
地
冶

に
一
役
買

っ
て
い
る
。

-マ



持
ち
、

た
だ
サ
マ
ル
カ
ン
ド
地
方
の
所
領
か
ら
園
家
へ
納
入
す
る
ウ
シ
ュ
ル
(
十
分
の
一
税
て
た
け
で
、
穀
物
八
高
マ
ン
|
|
千
六
百
ト
ソ
'
|
|

⑫

⑮

 

に
達
し
た
と
い
う
し
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
、
ホ
ラ
l
サ
l
γ
、
そ
し
て
西
ア
ジ
ア
各
園
と
商
取
引
が
あ
っ
た
と
い
う
。
と
の
様
に
、
宗
教
的
擢

⑮
 

威
と
世
俗
的
権
威
と
を
併
せ
持
ち
、
そ
れ
を
背
景
と
し
て
テ
ィ
ム

l
ル
朝
(
と
く
に
ア
フ
マ
ド
時
代
)
の
政
治
史
に
大
き
な
影
響
を
輿
え
た
。
彼

@
 

の
息
子
た
ち
も
同
様
で
、
そ
の
力
は
ア
ミ
l
ル
ら
を
凌
ぐ
程
で
あ
っ
た
。

一
四
九
六
年
の
ク

l
・
デ

タ
l
事
件
の
際
、
兄
の
ホ
!
ジ
ャ
・
ム

ハ

ソ
?
ド
・
ア
ブ
ド
ウ
ツ
ラ
l

同
rd々
削
}
同
宮
}
己
‘
〉
σ門目白
-
z
r
(ホ
l
ジ
ャ
カ
・
ホ
l
ジ
ャ
同
rd弓削す
E
H
P唱
と
る
と
弟
の
ホ
l
ジ
ャ
・
ヤ
フ
ヤ

I

M24『仰す
J

円
白
ゲ
ヨ
と
は
互
い
に
反
劃
涯
に
回
っ
て
敵
射
す
る
。
そ
の
後
、
ヤ
フ
ヤ
l
は、

ア
リ
l

・
ミ
l
ル
ザ
l
の
も
と
に
あ
っ
て
政
治
的

影
響
力
を
護
揮
し
活
躍
す
る
が
、
兄
の
ム

ハ
ン
マ
ド
は
こ
れ
と
い
う
目
立
っ
た
働
き
を
し
な
い
。

一
五
世
紀
中
葉
、
イ
リ
地
方
を
中
心
と
し
た
所
謂
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
で
は
モ
グ

i
ル
勢
力
が
、
キ

プ
チ
ャ
ク
草
原
で
は
ウ
ズ
ベ
グ
族
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
、
ウ
ズ
ベ
グ
か
ら
分
れ
た
カ
ザ
l
ク
族
が
キ
プ
チ
ャ
ク
草
原
で
は

'
次
い
で
、
外
部
勢
力
に
目
を
移
そ
う
。

有
力
と
な
っ
て
く
る
。
テ
ィ
ム

l
ル
朝
の
内
証
に
干
渉
し
て
く
る
の
は
、

duτ 

乙
の
'
フ
v
り、

モ
グ
|
ル
と
ウ
ズ
ベ
グ
の
二
勢
力
で
あ
る
。

一 7 ー

ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ

γ

巴
・
富
田
r
g
D
L
問
冨
ロ
〈
モ
グ
l
ル族)。

彼
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
・
ハ
ソ
の
後
沓
で
あ
る
。

一
四
八
七
年
に
、
父
ユ

l
ヌ
ス

・ハ

ン
ペ
ロ
ロ
ロ
回
関
宮
ロ
の
後
を
襲
っ
て
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン

@
 

ユ
l
ヌ
ス
は
、
青
年
期
を
テ
ィ
ム

l
ル
朝
領
内
西
部
で
迭
っ
た
人
で
、
ア
ブ
l

・
サ
イ
l
ド
が
政
権
を
確
立
し
た
時
、

の
ハ
シ
位
に
即
い
た
。

「
荒
野
の
チ
品
ル
ク
ら
」
〉
可
削
r・F
S
f釦品
J

と
は
遣
っ
て
、
震
も
豊
か

な
、
立
涯
な
「
タ
ジ

l
ク
の
容
貌
」
叶
丘
長

nzrzを
し
て
い
た
と
い
う
(
、
H

，
m-
冨

ω-sr〉
。
ユ

l
ヌ
ス
は
、
三
人
の
娘
を
ア
ブ

l

・
サ
イ
l

@
 

ド
の
三
人
の
息
子
|
|
ア
フ
マ
ド
、
マ
フ
ム
ー
ド
、
ウ
マ
ル
・
シ
ャ
イ
フ
ー
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
嫁
が
せ
て
お
り
、
そ
の
外
戚
関
係
を
利
用
し
て
し

ば
し
ば
テ
ィ
ム

l
ル
家
の
内
紛
に
介
入
し
、
一
四
八
五
年
に
は
巧
み
な
外
受
戦
術
に
よ
っ
て
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
を
手
中
に
牧
め
る
と
と
に
成
功
し

マ
フ
ム

l
ド
・
ハ
ン
は
、
乙
う
し
た
父
の
「
遺
産
」
を
相
綴
し
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
は
、
タ
シ
占
ケ
ン
ト
を
根
接
地
と
し
て
、
シ
ャ

l
ル

@
 

一
四
九
五
年
に
は
ウ
ラ
テ
ベ
へ
と
勢
力
を
横
張
さ
せ
た
が
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
入
手
す
る
こ
と
は
遂
に
で
き
な
か
っ
た
。
結
局

そ
の
援
助
を
得
て
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
・
ハ
ン
園
の
主
と
な
っ
た
。

'u
。

今

t

571 

ヒ
l
ヤ
か
ら
、
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一
五

O
三
年
に

シ
ャ
イ
パ

l
ニ
l
・
ハ
ソ
に
敗
れ
、
そ
の
時
は
助
命
さ
れ
た
も
の
の
、

回
磨
九

一
四
年

(
一
五

O
八
/
九
)
、

同
じ
シ
ャ
イ
パ
l

(5) I 
l乙

殺
害
さ
れ
る

シ
ャ
イ
パ

l
ニ
l

・
ハ
ン

ωy白『
σω
ロ同町ハ
Y
仙
ロ
(
ウ
ス
ベ
ク
族
)
。

ジ
ヨ
チ
・
ハ
ン
の
第
五
子
シ
バ

ン
・
ハ
ン
の
後
葡
で
あ
る
。

一
五
世
紀
中
頃
、

@
 

キ
プ
チ
ャ
ク
草
原
に
遊
牧
ウ
ズ
ベ
グ
園
家
を
建
設
し
た
ア
ブ

レ
・
、rl'レ

・
、
/

p
r

ノ

/

'

'

ノ

、
4

〉

σ口
白
ケ
穴
宮
山
、
円
相
ハ
冨
ロ

(
在
位
一

四
二
八
|
六
八
年
)
の
孫
に
嘗
た
る
。

一
四
五
一
年
に
生
ま
れ
、

ζ

の
「
放
浪
」

官

N
Z
の
時
代
に
、

一
四
六
八
年
に
ア
ブ

ル
・
ハ
イ
ル
が
裂
し
て
部
衆
が
離
散
し
た
際
、
彼
も
亡
命
の
放
に
出
る
。

一
時、

ブ
ハ

l
ラ
l
の
ア
ブ
ド

ゥ
ル
・
ア
リ
l

・
タ
ル
ハ
ン
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、

一
四
八
八
年
の
ア
フ
マ
ド
・
ミ
l
ル
ザ
!
と
マ
フ
ム

l

ア
ブ
ド
ウ
ル
・
ア
リ
l
の

一
時
枝
と
し
て
従
軍
。
戦
に
際
し
て
マ
フ
ム
l
ド

・
ハ
ン
側
に
寝
返
り
、

@
 

利
の
立
役
者
と
な
る
。
そ
し
て
、
乙
れ
を
契
機
と
し
て
、
オ
ト
ラ
ル
か
ら
ト
ル
キ
ス
タ
ー
ン
地
方
を
支
配
下
に
牧
め
る
乙
と
に
成
功
す
る
。

@
 

四
九
六
年
か
ら
翌
九
七
年
に
か
け
て
、
四
散
し
て
い
た
一
族
や
ア
ブ
ル

・
ハ
イ
ル
の
遣
衆
を
集
め
、
遊
牧
ウ
ズ

ベ
グ
集
圏
の
再
統
合
を
果
た
し

て、

迭
に
一
五

O
O年
に
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
占
領
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
、
長
期
間
亡
命
生
活
を
還
っ
た
痛
か
、

ド

・
ハ
ン
と
の
戦
に
、

マ
フ
ム

l
ド
軍
勝

と
の
様
に
な
か
な
か
権
謀

- 8 ー

術
策
に
長
け
機
を
み
る
に
敏
い
人
で
あ
っ
た
。

一
五
一

O
年
に

サ
フ
ァ

ヴ
ィ
l
朝
の
創
始
者
シ
ャ
l
・
イ
ス
マ
l
イ
l
ル

ω
g
r
r
g同
J
-

と
メ
ル

ヴ
で
戦

っ
て
敗
れ
殺
害
さ
れ
る
。

以
上
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
争
奪
戦
の
舞
蓋
に
登
場
す
る
主
な
人
物
を
紹
介
し
て
き
た
が
、

そ
れ
で
は
、

そ
の
経
緯
は
ど
の
様
で
あ
っ
た
の
か
。

順
を
追
っ
て
記
し
て
み
よ
う
。

一
四
九
四
年
七
月
、

、
l
ル
た
ち
は
、
彼
の
弟
ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム

1
ド
・
ミ
l
ル
ザ
ー
の
も
と
へ
人
を
走
ら
せ
て
、

ス
ル

タ
l
ン
・
ア
フ
マ
ド
・
ミ

l
ル
ザ
ー
が
フ
ム
ル
ガ
l
ナ
遠
征
の
信
仰
途
四
四
歳
で
残
す
る
や
、

サ
マ

ル
カ

ン
ド
の
ア

サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
支
配
者
と
な
る
よ
う
求



マ
フ
ム

l
ド
は
、
直
ち
に
ヒ
サ

l
ル
を
出
立
し
て
サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
到
着
。
極
く
容
易
に
そ
乙
の
玉
座
に
納
ま
っ
た
。
が
、
彼
の
幾
つ

か
の
悪
行
の
故
に
、
貴
賎
兵
民
を
問
わ
ず
彼
を
嫌
悪
し
思
避
し
た
と
し
て
、
パ

l
ブ
ル
は
三
つ
の
事
例
を
摩
げ
て
い
る
宙
Z
自白
1
1
N
S
〉。

め
た
。

ま

ず
第
一
に
、
自
分
よ
り
先
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
到
着
し
て
玉
座
を
狙
っ
た
マ
リ
ク
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ミ
|
ル
ザ

l
富田

-
F
E
Z
冨
-
|
|
ア

s
l
ル
ザ

1

0

フ
l

・
サ
イ
l
ド
の
兄
ミ
ヌ

l
チ
l

・
ミ

l
ル
ザ

l

ζ

z

r

z

z
・
の
息
子
で
、
マ
フ
ム

l
ド
自
身
の
女
婿
|
|
お
よ
び
、
三
人
の
王
子
を

@
 

捕
え
て
「
青
の
宮
蹴
」
欠
。

F
E
S
E可
へ
、
4

怒り、

マ
リ
ク
・
ム
ハ
ン
マ
ド
と
も
う
一
人
の
王
子
と
を
鹿
刑
し
た
。

@
 

は
確
か
ピ
が
、
も
う
一
人
の
王
子
に
は
何
の
罪
も
無
く
、
殺
す
な
ど
も
っ
て
の
外
だ
と
パ

l
ブ
ル
は
非
難
し
て
い
る
。
第
二
に
、
彼
は
行
政
・

マ
リ
ク
が
有
罪
で
あ
っ
た
事

司
法
・
財
務
に
長
じ
て
い
た
が

性
格
は
悪
性
と
堕
落
と
に
傾
い
て
い
た
。

サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
到
着
す
る
や
否
や
、
従
来
と
は
異
な
る
法
規

宮門同

σ
〈
帥
ロ

8
2
ゃ
、
租
税

r
Eと
・
絡
役

g
f自
己
の
基
を
作
り
始
め
た
。

乙
と
に
、

そ
れ
ま
で
故
ホ

l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
狽
下
の
保
護

下
に
税
や
循
役
を
逃
れ
て
い
た
貧
民
た
ち
か
ら
強
奪
す
る
援
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

と
う
し
た
強
奪
は
ホ

l
ジ
ャ
狽
下
の
息
子
た
ち

に
も
及
ん
だ
。
第
三
に
、
マ
フ
ム

l
ド
が
非
道
な
様
に
、
そ
の
部
下
た
ち
も
悪
行
の
限
り
を
壷
し
た
。
と
く
に
、
ホ
ス
ロ

l

・
シ
ャ

l
麿
下
の
ヒ

サ
l
ル
人
は
飲
酒
・
姦
通
に
現
を
ぬ
か
し
て
い
た
。
さ
ら
に
彼
ら
は
、
都
市
民
や
商
人
、
チ
品
ル
ク
や
騎
兵
の
見
境
も
な
く
、
若
く
て
ハ
ン
サ

さ
ら
に
、

- 9 ー

ム
な
青
年
を
男
色
の
封
象
と
し
た
。
そ
の
震
に
、
人
々
は
恐
れ
て
家
か
ら
出
ら
れ
ぬ
有
様
で
あ
っ
た
。

サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
民
衆
は
、

ア
フ
マ
ド

の
治
政
下
で
二
五
年
間
安
穏
な
生
活
を
迭
っ
て
い
た
。
民
心
は
マ
フ
ム

l
ド
か
ら
離
れ
、
貴
賎
を
問
わ
ず
呪
阻
の
聾
を
上
げ
拳
を
摩
げ
た
と
。

と
う
し
た
中
で
、
一
四
九
五
年
一
月
、
重
病
を
患
い
病
臥
六
日
に
し
て
他
界
し
た
。
彼
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
統
治
期
間
は
牢

マ
フ
ム

l
ド
は
、

年
に
も
満
に
な
か
っ
た
。

マ
フ
ム

1
ド
が
残
し
た
時
、

ホ
ス
ロ

l

・
シ
ャ

l
は
、
彼
の
死
を
隠
し
て
秘
か
に
園
庫
を
横
領
せ
ん
と
企
て
た
。
と
乙
ろ
が
マ
フ
ム

l
ド
の

計
報
は
た
ち
ま
ち
町
中
に
擦
ま
り
、
騎
丘
(
や
民
衆
は
ホ
ス
ロ

l

・
シ
ャ
ー
に
攻
撃
を
仕
掛
け
よ
う
と
し
た
。
そ
乙
で
、

ド
・
ハ

l
ジ
l

・
ベ
グ
と
は
騒
ぎ
を
鎮
め
る
一
方
、
ホ
ス
ロ

l

・
シ
ャ
ー
を
ヒ
サ

l
ル
へ
と
放
逐
し
た
。

タ
ル
ハ
ン
ら
と
ア
フ
マ

573 

き
て
、

マ
フ
ム
ー
ド
が
嘉
じ
た
時
、
長
子
マ
ス
ウ

l
ド
は
ヒ
サ

l
ル
に
、
女
子
バ
イ
ス

γ
グ
ル
は
ブ
ハ

l
ラ
ー
に
居
に
。

サ
マ
ル
カ
ン
ド
と
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座
に
聞
か
せ
た
。

ヒ
サ

1
ル
と
の
ア
ミ
l
ル
た
ち
は
、
談
合
の
上
、
ブ
ハ

l
ラ
ー
か
ら
一
八
歳
の
パ
イ
ス
ン
グ
ル
を
招
い
て
空
位
と
な
っ
た
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
玉

ζ

の
機
を
捉
え
て
、
モ
グ

l
ル
の

マ
フ
ム

l
ド

・
ハ
ン
が
進
攻
し
て
来
る
。
バ
ル
ラ

l
ス
部
の
ジ
占
ナ
イ
ド

F
E
Z
と
サ

マ
ル

カ
ン
ド
の
高
官
ら
白

E
E円
と
の
誘
い
が
あ

っ
た
と
い
う

S
Z
ω
ε
1
8
3
か
ら
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
支
配
者
居
内
部
に
は
パ
イ
ス
ン
グ
ル

の
即
位
に
賛
同
し
な
い
者
も
居
た
と
思
わ
れ
る
。
が
、
新
君
主
は
多
数
の
精
鋭
を
結
集
し
て
モ
グ
l
ル
軍
を
迎
撃
、

乙
れ
を
撃
破
し
た
。
乙
の

@
 

な
か
で
ウ
ズ
ベ
グ
史
料
は
、
「
三
千
人
」
の
モ
グ
i
ル
が
殺
さ
れ
た
と
、

戦
は
蛍
時
非
常
に
有
名
と
な
り
、
諸
史
料
に
そ
の
記
事
が
見
え
る
が
、

ま
に
、
∞
Z
は
、
パ
イ
ス
ン
グ
ル
の
面
前
で
頚
を
剃
ね
ら
れ
た
者
の
「
数
が
多
か
っ
た
の
で
、
三
箇
所
に
天
幕
が
移
さ
れ
る
程
」
で
ゐ
っ
た
と

記
し
て
い
る
(
∞

Z
8
S。
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ
ン
は

乙
の
敗
戦
に
よ
っ
て
サ
マ
ル
カ
ン
ド
争
奪
戦
か
ら
一
歩
後
退
す
る
。

翌
一
四
九
六
年
五
/
六
月
に
、
バ
イ
ス
ン
グ
ル
を
慶
し
て
ス
ル
タ
l
ン
・
ア
リ
l

・
ミ

l
ル
ザ
ー
を
擁
立
せ
ん
と
す
る
ク

l

・
デ
タ
ー
が
勃

裂
し
た
。
そ
の
詳
細
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
(
回

Z
ω
E
l
s
z。

ヒ
サ

l
ル
の
ア
ミ

l
ル
や
騎
兵
を
重
用
し
て
、

シ
ャ
イ

フ
・
ア
ブ
ド
ウ

ツ
ラ

l

ω
宮司
r
r
‘〉

E
と
Z
Y
を
寵
愛
し
、

パ
イ
ス
ン
グ
ル
は
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
そ
れ
ら
を
疎
ん
じ
に
。
と
く
に
、
パ
ル
ラ

l
ス
部
の

そ
の
息
子
た
ち
と
は
「
相
思
相
愛
の
仲
」
で
あ
っ
た
。

乙
れ
が
、

- 10ー

タ
ノレ

ハ
ン
た
ち
ゃ
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
幾
人
か
の
ベ
グ
を
刺
激
し
た
。
ダ
ル
ヴ
ィ
シ
品
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
タ
ル
ハ
ン
は
、
自
ら
カ
ル
シ

l
へ
と
赴
き
、

そ
こ
か
ら
ス
ル
タ
l
ン
・
ア
リ

l

・
ミ

l
ル
ザ
ー
を
伴
っ
て
サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
戻
っ
た
。
そ
し
て
、
同
志
と
共
に
ア
リ
ー
を
玉
座
に
聞
か
せ
る

し
か
し
、
パ
イ
ス
ン
グ
ル
は
計
略
を
用
い
て
逃
れ
、
ホ

l
ジ

一
方
、
パ
イ
ス
ン
グ
ル
を
拘
引
し
て

「
青
の
宮
殴
」

へ
連
行
し
よ
う
と
し
た
。

ャ
・
ア
フ
ラ

l
ル
の
長
子
ム
ハ
ン
マ
ド

(ホ
1

ジ
ャ
カ
・
ホ
l
ジ
ょ
に
保
護
を
求
め
た
。

ホ
l
ジ
ャ
は
彼
を
匿
っ
て
、

翌
朝
押
し
か
け
た
ク

ホ
l
ジ
ャ
・
ア
ブ
ル
・
マ
カ

l
ラ
ム
穴
7
4
〈
と
国
〉

σロ
包
・
冨
田
}
両
副
同

E
g
と
ア
フ
マ
ド
・

@
 

ハ
l
ジ
l

・
ベ
グ
と
を
頭
と
す
る
何
人
か
の
ベ
グ
や
下
位
の
ベ
グ
や
騎
兵
、

ぷ
ヨ
ヨ
を
起
こ
し
て
バ
イ
ス
ン
グ
ル
を
ホ
1

ジ
ャ
の
家
か
ら
連
れ
出
し
、

ー
・
デ
タ
l
汲
の
連
中
を
追
梯
っ
た
。

一
・
二
日
後
、

総
て
の
都
市
住
民

v
s
t
m
z
z
m
Z
は
民
衆
暴
動
ゲ
ロ
』
OB--

ス
ル
タ
l
ン
・
ア
リ
l
と
ク

l

・
デ
タ
l
涯
の
タ
ル
ハ
ン
ら
と
を
内

城
に
園
ん
で
一
日
で
攻
略
し
た
。

ク
-
-
デ
タ
l
の
主
謀
者
ら
の
う
ち
、

ム
ハ
ン
マ
ド
・
マ
ズ
ィ

l
ド
・
タ
ル
ハ
ン
は
ブ
ハ

l
ラ
l
へ
と
逃
れ



た
が
、
兄
の
ダ
ル
ヴ
ィ
シ
占
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
タ
ル
ハ
ン
と
ス
ル
タ
l
ン
・
ア
リ
l
・
ミ
l
ル
ザ
!
と
は
捕
え
ら
れ
た
。
ダ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
は
慮

刑
さ
れ
、

ア
リ
l
は
「
青
の
宮
殴
」
へ
迭
ら
れ
て
「
雨
限
に
熱
し
た
鍛
棒
を
嘗
て
ら
れ
た
」

TON-2-m即
時

B
ニ
S
同
己
由
吋
。
と
こ
ろ
が
、
刑
執
行

ア
リ
l
は
逃
れ
て
ホ
l
ジ
ャ
・
ヤ
フ
ヤ
l
の
家
に
潜
み
、
数
日
後
、
今
や
タ
ル
ハ
γ
ら
の
根
擦

人
の
意
固
か
怠
慢
か
で
傷
が
つ
か
な
か
っ
た
。

地
と
な
っ
た
ブ
ハ

l
ラ
I
へ
と
落
ち
の
び
、
ホ
ー
ジ
ャ
・
ヤ
フ
ヤ
ー
も
こ
れ
に
績
く
。

カ
・
ホ

1
ジ
ャ
が
、
弟
ア
リ
ー
に
は
弟
の
ホ

l
ジ
ャ
・
ヤ
フ
ヤ
ー
が
味
方
し
て
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
と
ブ
ハ

l
ラ
!
と
に
封
時
す
る
乙
と
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
雨
者
の
聞
に
小
競
合
が
あ
っ
た
際
、
ア
フ
マ
ド
・
ハ

i
ジ
l

・
ベ
グ
は
ア
リ
l
軍
の
手
に
落
ち
て
慮
刑
さ
れ
る
。
彼
を
失
っ
た

奇
し
く
も
、

兄
パ
イ
ス
ン
グ
ル
に
は
兄
の
ホ

l
ジ
ャ

乙
と
は
、
バ
イ
ス
ン
グ
ル
陣
営
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
。

ζ

の
よ
う
な
朕
況
を
知
っ
て
、
各
地
の
勢
力
が
介
入
し
て
く
る
。
そ
の
一
人
は
、

六
/
七
月
に
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

l
ン
を
出
立
し
た
。

一
方
、

ヒ
サ

l
ル
方
面
か
ら
は
、

フ
L

ル
ガ
l
ナ
の
パ

l
ブ
ル
で
あ
る
。
彼
は
一
四
九
六
年

ス
ル
タ

l
ン
・
マ
ス
ウ
l
ド
・
ミ
|
ル
ザ
ー
が
ホ
ス
ロ

1

・
シ
ャ
!
の
弟
ワ
リ
l

d
く
白

-H

の
軍
を
併
せ
て
、

シ
ャ
ブ
リ
・
サ
ブ
ズ
ハ
ケ
シ
二
経
由
で
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
め
ぎ
し
た
。

乙
れ
ら
と
ブ

-11ー

近
な
折
か
ら
、

ハ
l
ラ
l
の
ア
リ
!
と
は
、
東
南
西
三
方
か
ら
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
包
囲
し
た
。
攻
園
は
三
・
四
ヶ
月
に
及
ん
だ
が
、
城
は
竪
く
多
の
到
来
も
間

ア
リ
!
と
パ
l
ブ
ル
と
は
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ハ
l
ラ
!
と
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
l
ン
と
へ
戻
っ
た
。
向
、
乙
の
聞
に
、
ホ
l
ジ
ャ
・
ヤ
フ

マ
ス
ウ
l
ド
は
、
目
嘗
の
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ブ
ド
ウ
ツ
ラ
l
の
娘
を
要
る
と
ヒ
サ
l
ル
へ
引
揚

ヤ
l
の
仲
介
で
雨
者
の
聞
に
同
盟
が
成
立
し
た
。

げ
、
二
度
と
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
め
ざ
す
乙
と
は
な
か
っ
た
(
註
⑤
参
照
〉
。

乙
の
年
の
多
、
パ
イ
ス
ン
グ
ル
は
攻
勢
に
轄
じ
て
サ
レ
・
プ
ル
皆
同

-
J己
に
駐
留
。

一
四
九
七
年
の
春
を
迎
え
る
。
五
月
、
パ

l
ブ
ル
は
ア
リ
!
と
の
盟
約
に
従
っ
て
出
馬
。

一方、

ア
リ
l
も
出
陣
し
て
、
南
軍
封
峠
の
裡
に
翌

ア
リ
!
と
パ
イ
ス
ン
グ
ル
と
が
劃
降
し
て
い
る
と
の

報
に
接
す
る
や
、
二
・
三
千
人
の
先
鋒
軍
を
急
ぎ
遺
し
た
。
パ
イ
ス

γ
グ
ル
は
、
パ

l
ブ
ル
の
到
来
を
知
っ
て
サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
退
却
す
る
。

@

@

 

パ
l
ブ
ル
自
身
は
、
ラ
マ
ザ
l
γ
月
三

O
日
(
一
四
九
七
年
六
月
一
日
)
に
シ
l
ラ
l
ズ
へ
到
着
。
翌
日
、
断
食
明
け
の
祈
諮
問
を
済
ま
し
た

後
、
ザ
マ
ル
カ

γ
ド
ヘ
向
か
っ
七
。
ア
l
ベ
・
ヤ
!
ル
〉
ゲ
ム
司
郎
円
な
る
禁
地
。

0
2心
で
バ
イ
ス

γ
グ
ル
軍
の
鴨
丘
一
三
・
四
百
人
の
投
降
毎

575 
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受
入
れ
、
ザ
ラ
フ
シ
ャ

l

ン
河
を
渡
っ
て
、

3
ッ

幕
営
し
に
。
乙
の
地
に
四

・
五

O
日
駐
留
す
る
聞
に
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
か
ら
三
ク

ロ
フ
「
己
g
r
(約
六
マ
イ
ル
)
の
ハ
ン
・
ユ
ル
ト
ゥ
穴

rz
J円
三
円
刊
に

サ
マ
ル
カ
ン
ド
軍
と
何
回
か
小
競
合
が
あ
り
、

ま
に
、
内
陸
の
ト
リ
ッ
ク
に
か
か
っ
て

数
人
の
精
鋭
を
失
っ
て
も
い
る
。
包
圏
は
長
期
に
亙
っ
た
が
、

ζ

の
聞
の
出
来
事
と
し
て
パ

l
ブ
ル
は
、

乙
の
幕
営
地

uE之
に
居
る
聞
に
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
か
ら
都
市
民
団
Z
Y
Z
や
商
人
百
乱
巴
が
、
宿
営

。
門
合
が
一
つ
の
町
と
な
っ
て
し

乙
の
問
、
に
ピ
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
除
い
て
、

ま
う
程
数
多
く
や
っ
て
来
七
。
町
で
求
め
よ
う
と
す
る
物
な
ら
何
で
も
宿
営
で
見
ら
れ
た
。

総
て
の
城
塞

A
C
晶
宮
ロ
や
山
地

g
m
r
や
卒
地

Z
N
が
支
配
下
へ
は
い
っ
て
き
た
。

サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
パ
イ
ス
ン
グ
ル
政
権
が
、

力
に
見
楽
て
ら
れ
政
治
的
・
軍
事
的
に
全
く
孤
立
し
て
し
ま
っ
た
乙
と
を
知
る
。
ま
に
、
パ

l
ブ
ル
の
軍
替
が
都
市
住
民
、

と
停
え
て
い
る

a
Z
8ε
。
こ
の
記
事
か
ら
、

ま
ず
、

マ
ー

・
ワ
ラ

l

・
ア
ン
ナ
フ
ル
の
諸
勢

と
り
わ
け
商
人
ら

の
来
集
で
賑
わ
つ
に
の
に
反
し
、
城
内
の
λ

イ
ス
ン
ダ
ル
軍
は
、
バ

l
pフ
ル
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
占
領
後
に
悩
ま
さ
れ
る
様
に
、
物
資
、
と
く
に

兵
糧
が
依
乏
し
て
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い
に
。
政
治
的

・
軍
事
的

・
経
済
的
に
孤
立
し
に
パ
イ
ス
ン
グ
ル
は
、
と
う
し
た
不
利
な
局
面
を
一
一
挙

に
打
開
せ
ん
と
、

ウ
ズ
ベ
グ
の
シ
ャ
イ
バ

l
ニ

l
・
ハ
ン
に
援
軍
を
依
頼
し
た
。
シ
ャ
イ
パ

i
ニ
l
は
、
と
の
年
こ
四
九
七
年
)
の
秋
晩
く
、

- 12一

サ
マ
ル
カ
ン
ド
域
外
に
姿
ぞ
現
わ
し
に
。
し
か
し
、
バ
イ
ス
ン
グ
ル
と
の
曾
見
は
不
調
に
終
り
、
失
意
の
裡
に
本
援
地
の
ト
ル
キ
ス
タ
ー
ン
地

方
へ
と
戻
っ
て
行
っ
た
。
七
箇
月
間
の
包
園
に
耐
え
て
き
た
バ
イ
ス
ン
グ
ル
に
と
っ
て
、

シ
ャ
イ
パ

l
=
ー
と
の
軍
事
同
盟
が
最
後
の
切
札
で

あ
つ
に
。
そ
れ
が
雲
散
し
た
今
、
彼
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
馳
棄
し
て
、
二
・
三
百
人
の
飢
え
た
一
族
と
共
に
ホ
ス

ロ
l

・
シ
ャ

l
の
支
配
す
る

ク
ン
ド

ゥ
ズ
め
ざ
し
て
落
ち
て
行
つ
に
。

。

回
暦
九

O
三
年
ラ
ビ

l
第
一
月
の
末
(
一
四
九
七
年

二

月
末
)

バ
l
-フ
ル
は
主
を
失
っ
た
サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
無
血
入
城
し
に
。

し
か
し

彼
の
支
配
も
長
く
は
綴
か
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
パ

l
pフ
ル
自
身
ほ
ぼ
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
(
回
Z
E
al
a
z。

ま
ず
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
除
く
全
地
域
は
、
パ

l
ブ
ル
若
く
は
ブ
ハ

l
ラ
l
の
ア
リ
ー
に
降
服
し
て
い
た
の
で
、
そ
う
し
た
地
方
は
襲
撃
し

@
 

な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
う
ち
績
く
戦
見
と
ウ
ズ
ベ
グ
や
そ
グ
l
ル
の
入
冠
と
に
よ
っ

て
、

マ
l

・
ワ
ラ

l

・
ア
ン
ナ
フ
ル
は
全
域
に
亙
っ
て



疲
弊
し
て
お
り
、

「か
く
も
痛
め
つ
け
ら
れ
、
掠
奪
さ
れ
た
諸
地
方
か
ら

L
5
5
n
E
E帥
ロ
品
同
町
と

g
3
2
2
3
-
3え
Z
L
E
多
く
は
墓

め
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

七
ヶ
月
の
寵
城
に
よ
っ
て

サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
住
民
の
経
済
生
活
は
、
助
力
ヨ
包
包
と
種
子

z
r
r
g
と
貸
附
金

gah目
当
日
が
必
要
で
あ
っ
た
程
全
く
破
壊
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
獄
況
が
バ

l
ブ
ル
寧
の
将
兵
た
ち
に
影
響
を
輿
え
る
。
彼
ら
は
、

サ
マ
ル

カ
ン
ド
を
占
領
し
た
際
に
、
戦
利
品
を
得
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
間
も
な
く
底
を
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
パ

l
eフ
ル
に
し
て
み
て
も
、

彼
ら
に
興
え
る
物
は
何
も
無
か
っ
た
。
将
兵
は
困
窮
し
て
掌
郷
の
念
に
か
ら
れ
、

一
人
二
人
と
逃
亡
を
始
め
た
。
そ
し
て
途
に
、
パ

l
eフ
ル
麿

下
の
最
有
力
者
ス
ル
タ

l
ン
・
ア
フ
マ
ド
・
タ
ム
パ
ル

ω一
〉

7
5邑
叶
目

gz-も
フ
ェ
ル
ガ

l
ナ
へ
蹄
還
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
タ
シ
占

ジ
ャ

l
ン
の
割
譲
を
要
求
し
て
き
た
。

ケ
ン
ト
の
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ
ン
は
、
パ

l
ブ
ル
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
攻
撃
に
は
何
の
援
助
も
し
な
か
っ
た
の
に
、
一
日
一
陥
落
す
る
や
、
ア
ン
デ
ィ

フ
ェ
ル
ガ

l
ナ
で
は
、
先
に
逃
亡
し
た
ア
フ
マ
ド
・
タ
ム
パ
ル
ら
が
、
パ
・
ブ
ル
の
弟
ジ
ヤ
ハ

一
方
、

ー
ン
ギ

l
ル

γ
r副ロ
mM吋
を
擁
立
し
て
、
彼
に
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

l
ン
と
ア
フ
ス
と
を
興
え
る
様
パ

l
ブ
ル
に
迫
っ
た
。
パ
l
eフ
ル
が
要
求
を
蹴

る
と
、
彼
ら
は
、
逃
亡
兵
等
を
糾
合
し
、
ジ
ャ
ハ

l
ン
ギ

l
ル
を
先
頭
に
押
立
て
て
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

l
ン
を
攻
囲
し
た
。
乙
の
報
が
サ
マ
ル
カ

ン
ド
へ
届
い
た
時
、
パ

1
0フ
ル
は
病
床
に
あ
っ
た
。
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

l
ン
は
、

家
族
の
居
住
す
る
地
で
あ
り
、
彼
の
根
接
地
で
あ
っ
た
。
そ
と

の
確
保
を
決
意
し
た
バ

1
0フ
ル
は
、
病
が
癒
え
る
や
、

- 13-

一
四
九
八
年
三
月
三
日
、

百
日
間
支
配
し
た
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
後
に
ア
ン
デ
ィ

ジ
ャ
l

ン
へ
と
向
か
つ
に
。

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ

i
ン
は
ジ
ャ
ハ

l
ン
ギ

l
ル
の
手
に
落
ち
、
雨
者
は
一
五

O
O年
の
初
頭
ま
で
フ
ェ
ル
ガ

l
ナ
の
統
治
権
を

@
 

め
ぐ
っ
て
争
う
こ
と
と
な
る
。

結
局
乙
の
時
、

パ
1
0フ
ル
が
去
っ
た
後
、
ブ
ハ
|
ラ
ー
に
居
た
ス
ル
タ

l
ン
・
ア
リ
ー
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
玉
座
に
即
く
。
と
い
っ
て
も
、
質
権
は
、

ま
ず
、
ア
フ
ド
ゥ
ル
・
ア
リ
l

・
タ
ル
ハ 四

九
七
年
の
ク

l

・
デ
タ

l
涯
の
タ
ル
ハ
ン
ら
が
握
っ
て
い
た
。
∞

Z
に
擦
れ
ば

S
Z
斗

白

血

吋

m
S、

ン
の
後
を
嗣
い
で
ブ
ハ

l
ラ
l
の

知

事

官

E
B
と
な
っ
て
い
た
パ

l
キ
l

・
タ
ル
ハ
ン
は
、

の
と
し
、
他
人
に
は
一
銭
も
興
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、

ブ
ハ

l
ラ
l
政
臆
の
牧
入
を
総
て
自
分
の
も

577 

ム
ハ
ン
マ
ド
・
マ
ズ
ィ

l
ド
・
タ
ル
ハ
ン
は
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
全
地
区
の
歳
入
を
一
族
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ア
リ
ー
に
は
定
め
ら
れ
た
少
額
の
金
品
三
】
印
私
』
届
け
に
ピ
け
で
あ
つ
に
ひ
一
人
前
に
成
長
し
た
ア
リ

@
 

ー
が
甘
ん
じ
る
詳
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
側
近

r
r
E
と
計
っ
て
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
マ
ズ
ィ

l
ド
の
暗
殺
を
企
て
に
。
が
、
マ
ズ
ィ
1

ド
は
乙

の
計
略
を
逸
早
く
察
知
し
て
、
同
士
山
と
共
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
か
ら
逃
亡
し
た
。

の
震
に
取
っ
て
、

こ
う
し
た
紋
態
に

彼
ら
は
、
ま
ず
、

ワ
イ
ス
・
ミ
l
ル
ザ
ー
を
招
聴
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
モ
グ
l
ル
軍
と
の
同
盟
を
計
っ
た
。

マ
フ
ム

l
ド
・
ハ
ン
は

ワ
イ

ス
に
ド
ゥ
グ
ラ

l
ト
族
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
サ
イ
ン
冨
グ
仏
伺
ロ
∞
ミ
ロ
と
ア
フ
マ
ド
・
ベ
グ
〉
σヨ
邑
∞
品
以
下
の
大
軍
を
附
け
、

カ
ン
ド
へ
向
か
わ
せ
た
。
し
か
し
、
南
者
の
舎
談
は
決
裂
し
、

サ
マ
ル

す。

モ
グ

I
ル
軍
は
丘
(
を
返
す
が
、
ア
リ
l
は
ζ

の
機
を
捉
え
て
迫
撃
し
勝
利
を
博

ム
ハ
ン
マ
ド
・
マ
ズ
ィ

l
ド
ら
は
次
い
で
バ

1
0フ
ル
を
招
い
た
。
パ

l
pフ
ル
は
、
同
年
(
一
五

O
O年
)
二
月
、
弟
ジ
ヤ
ハ

1
ン
ギ

i
ル
と

乙
の
誘
い
に
直
ち
に
雁
じ
て
ズ

l
ル
・
カ
ダ

l
月
(
五
/
六
月
)
出
馬
し
た
。

和
解
し
た
と
と
ろ
で
あ
っ
た
の
で
、

乙
の
時
、
他
の
一
軍
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
攻
撃
し
て
い
た
。

@
 

シ
ャ
イ
バ

l
ニ
l

・
ハ
ン
に
率
い
ら
れ
た
ウ
ズ
ベ
グ
軍
で
あ
る
。
シ
ャ
イ
バ

l

サ
マ
ル
カ
ン
ド
攻
圏
中
に
、
パ

l
キ
l

・
タ
ル
ハ
ン
に
率
い
ら
れ
た
ブ
ハ

l
ラ
l
軍
の
到
来
を
知
り
、
丘
ハ
を
轄
じ
て
ダ
ブ

l
ス
ィ
城

下
で
一
寓
の
バ

l
キ
l
軍
を
粉
砕
。
ブ
ハ

l
ラ
ー
を
戦
わ
ず
し
て
陥
し
、
再
び
サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
向
か
っ
た
。

一
方
、
「
ダ
ブ
1

ス
ィ
の
戦
」
の

- 14ー

ニ
ー
は
、

報
を
ウ
ラ
・
テ
ベ
で
受
取
っ
た
パ

1
3フ
ル
は
、
急
行
し
て
、

ハ
ン
・
ユ
ル
ト
ゥ
で
ム
ハ
ン
マ
ド
・
マ
ズ
ィ

l
ド
ら
と
合
流
し
に
。
そ
し
て
、

サ

マ
ル
カ
ン
ド
域
内
の
ホ

l
ジ
ャ
・
ヤ
フ
ヤ
!
と
連
絡
を
と
り
、
彼
か
ら
内
雁
の
承
諾
を
得
る
乙
と
に
成
功
し
た
。
パ

1
4フ
ル
軍
は
、
夜
陰
に
紛

れ
て
サ
マ
ル
カ
ン
ド
へ
向
か
っ
た
が
、

ζ

の
策
動
を
ア
リ
ー
に
通
報
す
る
者
が
出
た
篤
に
事
は
露
見
し
、
彼
ら
は
退
却
を
除
儀
な
く
さ
れ
る
。

シ
ャ
イ
パ

l
ニ
ー
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
め
、
ざ
し
て
い
る
と
の
情
報
が
は
い
る
。
バ

l
ブ
ル
は
、
彼
と
の
衝
突
を
避
け
て
ケ
シ
ュ
へ
と

乙
の
時
、

退
い
た
。

わ
ず
か
ば
か
り
の
側
近
の
み
で
、

ア
リ
l
は
政
治
的
に
全
く
孤
立
し
て
い
た
。
彼
に
味
方
す
る
の
は
、

ム
ハ
ン
マ
ド
・
マ
ズ
ィ

1
ド
を
始
め
と
す
る
有
力
な
ア
ミ

!
ル
は
、
ほ
と
ん
ど
バ

l
ブ
ル
陣
営
へ
加
捲
し
て

い
に
。
更
に
は
、
頼
み
と
す
る
ホ

l
ジ
ャ
・
ヤ
フ
ヤ
ー
ま
で
も
。
腹
背
に
敵
を
受
け
た
ア
リ
l
は
、
結
局
、

シ
ャ
イ
バ

l
=
ー
に
サ
マ

ル
カ
ン

シ
ャ
イ
パ
!
ニ
ー
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
域
外
に
再
び
姿
を
現
わ
し
た
時
、



ド
を
譲
渡
し
て
レ
ま
う
。

と
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
回

Z
は
次
の
援
に
停
え
て
い
る

S
Z

叶

$
8
6
0

ス
ル
タ

l
γ

・
ア
リ

l

・
ミ

l
ル
ザ

l
の
母
親
ズ
フ
ラ
・
ベ
ギ
・
ア

l
ガ
ー
は
、
無
知
蒙
昧
に
も
、
秘
か
に
シ
ャ
イ
パ

l
-
一l
・
ハ
ン
の

も
と
へ
、
「
シ
ャ
イ
バ

l
ニ
l

・
ハ
シ
が
彼
女
を
要
る
な
ら
ば
、
彼
女
の
息
子
は
シ
ャ
イ
バ

l
ニ
l

・ハ

γ
に
サ
マ
ル
カ

γ
ド
巻
興
え
る

で

あ

ろ

う

。

彼

の

父

親

の

領

地

を

取

っ

た

後

に

、

ス

ル

タ

ー

ン

・

ア

リ

l

・
ミ

l
ル
ザ
ー
に
興
え
よ
」
と
い
う
一
文
を
持
に

せ
た
人
を
遣
し
た
。

〔
そ
れ
を
〕

@
 

ズ
フ
ラ
は
宮
廷
内
の
諸
事
蔦
端
を
切
り
回
わ
し
て
い
た
が
、
乙
の
記
事
か
ら
、
彼
女
が
、

イ
バ

l
ニ
!
と
の
接
近
を
計
っ
た
ζ

と
を
知
る
。
そ
し
て
、
盟
約
の
篠
件
が
、

ウ
ズ

ベ
グ
族
の
出
身
で
あ
る
ζ

と
を
利
用
し
て
シ
ャ

サ
マ
ル
カ
ン
ド
は
シ
ャ
イ
バ

I
ニ
ー
に
興
え
る
が
、

ヒ
サ

l
ル

巻
中
心
と
し
た
ア
リ

l
の
父
マ
フ
ム

l
ド
・
ミ

l
ル
ザ

l
の
奮
領
土
を
シ
ャ
イ
バ
l
ニ
ー
が
奪
取
し
た
時
は
、
そ
れ
を
ア
リ
ー
に
興
え
る
、
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

シ
ャ
イ
バ
l
ュ
l
は
、
ア
リ

l
陣
営
の
提
案
を
受
入
れ
、
い
と
も
簡
単
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
占
領
し
た
。

恒

ω
に
竣
れ
ば
、
「
マ

l
・
ワ
ラ

l
・
ア
ン
ナ
フ
ル
の
数
多
く
の
貴
紳
・
且
一貝
顕
が
ハ
ン
の
玉
座
の
足
下
に
集
ま
っ
て
来
」
た
と
い
う

ハ伺
ω
咽・ミ
3
。

一
旦
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
入
手
し
た
シ
ャ
イ
バ

1
ニ
ー
に
と
っ
て
、

@
 

去
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
ホ

l
ジ
ャ
・
ヤ
フ
ヤ

1
も、

ア
リ
ー
は
も
は
や
、
利
用
債
値
の
無
い
存
在
で
あ
っ
た
。
彼
は
秘
か
に
葬
り
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メ
ッ
カ
へ
の
巡
穫
の
途
次
、

シ
ャ
イ
バ
1
=
1
配
下
の
者
の
手
に
か
か
る
。

一
四
九
四
年
以
来
績
い
て
き
た
テ
ィ

ム
l
ル
朝
の
内
証
も
こ
こ
に
幕
を
下
ろ
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
後
の
西
ト
ル
キ
ス

シ
ャ
イ
パ

l
ニ
ー
を
中
心
と
し
た
ウ
ズ
ベ
グ
軍
と
他
勢
力
1

1
バ
1
0フ
ル
や
ス
ル

タ
ー
ン
・
ア
サ
イ
ン
・
ミ

l
ル
ザ
ー
ら
に
代

表
さ
れ
る
テ
ィ
ム

l
ル
朝
勢
力
、
ス
ル

タ
i
γ

・
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ
ン
、
ア
フ
マ
ド
・
ハ
ン
兄
弟
を
中
心
と
す
る
モ
グ

l
ル
勢
力
、
カ
ザ

l
ク

族
、
そ
し
て
、
シ
ャ

l
・
イ
ス
マ

l
イ
l
ル
の
サ
フ
ァ
ヴ

ィ
l
朝
ー
ー
と
の
抗
争
と
い
う
形
を
と
っ
て
新
し
く
展
開
し
て
い
く
。

は
、
乙
う
し
た
意
味
で
、

歴
史
の
一
轄
換
船
舶
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

乙
の
様
に
し
て
、

タ
ン
史
は
、

一五

O
O年

579 
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乙
乙
で
は
、
内
-
証
の
性
格
が
如
何
様
で
あ
っ
た
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

『
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
園
史
』
は
こ
の
間
の
事
情
を
、

園
の
政
治
的
細
分
化
と
小
支
配
者
聞
の
不
断
の
戦
闘
と
は
、
陵
商
貿
易
が
ほ
と
ん
ど
絶
え
る
と
い
う
結
果
を
粛
し
た
。

(中
略
)

町
は
手

そ
の
際
、
新
し
い
支
配
者
は
、
そ
の
度
毎
に
、
自
分
の
利
盆
と
な
る
様
住
民
に
償
金
を
課
し
た
。
農
民
は
、

に
数
回
召
集
さ
れ
る
軍
事
珠
備
役
へ
強
制
的
に
追
い
や
ら
れ
た
。

ζ

れ
ら
綿
て
は
、
そ
れ
で
な
く
と
も
、
既
に
限
度
な
し
の
年
貢
や
径
役

の
重
荷
の
下
で
端
い
で
い
た
農
民
の
経
済
生
活
を
さ
ら
に
一
一
暦
混
凱
さ
せ
た
J
そ
れ
以
外
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勝
利
者
側
は
、
普
通
、
な
し

え
る
限
り
住
民
を
掠
奪
し
、
さ
ら
に
そ
の
上
、
住
民
に
臨
時
税
を
課
し
た
。

と
述
べ
て
い
加
。
戦
乱
ゃ
、
ウ
ズ
ベ
グ
族
・
モ
グ
l
ル
族
の
侵
攻
に
よ
っ
て
、
都
市
住
民
や
農
民
が
疲
弊
し
て
い
た
乙
と
は
、
前
述
し
た
パ
|

ブ
ル
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
占
領
の
際
の
事
情
だ
け
か
ら
も
容
易
に
推
察
で
き
よ
う
。

ζ

う
し
た
吠
況
が
、
テ
ィ
ム
l

ル
朝
末
期
の
権
力
抗
争
の
背

か
ら
手
へ
と
渡
り
、

一
年
間

ィ
ム

l
ル
家
の
数
多
く
の
小
支
配
者
」
そ
し
て
「
《
ナ
ク
シ
ュ
パ
ン
デ
ィ

l
ヤ
》
数
圏
の
首
領
で
、
最
大
の
封
建
領
主
で
あ
る
ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ

⑫
 

ラ

l
ル
の
子
孫
」
の
聞
の
流
血
戦
と
捉
え
て
い
る
。
私
は
ま
ず
、
前
述
し
て
き
た
様
に
、
タ
ル
ハ
ン
一

家
だ
け
で
は
な
く
、

- 16ー

景
と
な
っ
て
い
た
乙
と
を
ま
ず
確
認
し
た
い
。
『
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
園
史
』
は
ま
た
乙
の
権
力
抗
争
を
、
「
特
権
を
有
す
る
タ
ル
ハ
ン
階
級
」
、
「
テ

ア
フ
マ
ド

・
ハ
l

ジ
l

・
ベ
グ
等
に
代
表
さ
れ
る
さ
ら
に
贋
汎
な
ア
ミ

l
ル
層
や
、

ウ
ズ
ベ
グ
族
、

モ
グ
l
ル
族
の
勢
力
を
も
内
側
に
包
込
ん
ピ
形
で
証
争
が
績

け
ら
れ
た
と
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
に
、

た
と
え
乙
れ
ら
の
事
柄
を
別
と
し
て
も
、
果
た
し
て
斯
様
に
一
言
の
も
と
で
片
附
け

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
ま
り
に
も
皮
相
的
と
思
わ
れ
る
。
そ
乙
で
わ
れ
わ
れ
は
、

ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム

l
ド
・
ミ
l
ル
ザ
l
の
統
治
時

代、

一
四
九
六
年
の
ク
l

・
デ

タ
l
事
件
、

る
乙
と
に
よ
り
、
乙
の
権
力
抗
争
劇
の
底
流
を
探
っ
て
み
よ
う
。

一
五

O
O年
の
シ
ャ
イ
パ

l
ニ
ー
に
よ
る
サ
マ
ル
カ
ン
ド
占
領
時
の
三
黙
に
的
を
絞
っ
て
観
察
す

第
一
に
、
マ
フ
ム

l
ド
・
ミ

1
ル
ザ
l
政
権
が
短
命
で
あ
っ
た
理
由
を
考
え
て
み
る
。
先
に
引
用
し
た
様
に
、
バ

1
0フ
ル
は
、

政
権
が
不
人
気
で
あ
つ
に
理
由
を
一
一
一
つ
奉
げ
て
い
る
。

ω罪
も
な
い
王
子
を
殺
害
し
た
ζ

と。

ω従
来
の
法
規
や
徴
税
・
稽
役
の
方
法
を
餐
更

マ
フ
ム

l
ド



し
、
ホ

i
ジ
ャ
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
貧
民
や
ホ

I
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ

1
ル
の
息
子
た
ち
か
ら
も
徴
税
し
た
こ
と
。

ωマ
フ
ム

1
ド
配
下
の
ア
ミ
l

ル
、
乙
と
に
ホ
ス
ロ

l

・
シ
ャ
!
の
非
道
が
、
都
市
住
民
や
商
人
、
チ
ュ
ル
ク
や
騎
兵
の
別
な
く
住
民
を
恐
れ
さ
せ
た
乙
と
。

ωか
ら
、
テ
ィ

ム
!
ル
家
内
部
の
支
持
を
失
っ
た
と
と
を
、

ωω
か
ら
民
衆
の
反
感
を
買
っ
に
乙
と
を
知
る
と
と
が
で
き
る
。
と
く
に
後
者
は
、
本
章
の
冒
頭

に
引
用
し
た
『
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
園
史
』
の
主
張
主
表
附
け
る
記
事
で
あ
る
。
ま
た
、
従
来
と
は
異
な
る
「
法
規
」
と
か
「
徴
税
・
径
役
」
の
方

法
と
か
が
、
具
鐙
的
に
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
乙
と
が
で
き
な
い
現
在
、
確
言
す
る
乙
と
は
俸
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
蟹
更

と
く
に
財
政
面
で
の
逼
迫
を
感
知
す
る
ζ

と
が
で
き
よ
う
。

を
除
儀
な
く
さ
れ
た
と
乙
ろ
に

マ
フ
ム

l
ド
政
権
の
、

さ
ら
に

ωか
ら
ホ

l
ジ
ャ
家
の
支
持
を
失
っ
た
ζ

と
を
知
る
乙
と
が
で
き
る
。

先
に
述
べ
た
如
く
、
ホ

i
ジ

ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
と
同
様
に
、
そ
の
息
子
た
ち
も
宗
数
的
権
威
を
背
景
と
し
て
政
治
的
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。

ζ
ζ

で
想
い
出
さ

れ
る
の
が
、
一
四
九
六
年
の
ク
l
・
デ
タ
l
事
件
で
あ
る
。
ク
l
・
デ
タ
l
波
の
ア
ミ
l
ル
ら
が
ホ
l
ジ
ャ
カ
・
ホ
l
ジ
ャ
の
門
口
に
押
掛
け

ホ
l
ジ
ャ
は
、
「
居
な
い
」

u
B
Q
E円
と
、

乙
う
し
た
乙
と
に
加
え
て
、

に
時
、

一
言
の
も
と
に
彼
ら
の
ア
リ
l
引
渡
し
要
求
を
援
附
け
て
い
る
。
バ

l
ブ
ル
は
乙
れ
に
績
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げ
て
、

ホ
l
ジ
ャ
ら
の
威
光
は
、
彼
ら
(
ク
l
・
デ
タ
l
波
)
が
武
力
を
行
使
し
得
な
か
っ
た
程
高
か
つ
に
。

と
記
し
て
い
る
宙

zgε
。
嘗
時
随
一
の
賓
力
者
で
あ
っ
た
ダ
ル
ヴ
ィ
シ
占
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
タ
ル
ハ

γ
で
さ
え
手
が
出
せ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
如
く
、
ホ
l
ジ
ャ
・
ア
フ
ラ
l
ル
が
他
の
遁
障
を
許
さ
ぬ
程
の
大
地
主
で
あ
り
大
商
人
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
そ
の

息
子
た
ち
も
経
済
的
に
大
き
な
カ
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
上
、
ク
l

・
デ
タ
l
事
件
で
、

「
民
衆
暴
動
」
を
起
こ
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
と
か
ら
明
ら
か
な
様
に
、

「
総
て
の
都
市
住
民
」
が
ホ

l
ジ
ャ
の
影
響
下
に

ホ
l
ジ
ャ
家
は
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
背
後
に
負
っ
て
い

た
。
乙
の
ホ

l
ジ
ャ
家
を
敵
に
回
わ
し
た
こ
と
は
、

マ
フ
ム

l
ド
政
権
に
と
っ
て
致
命
的
で
あ
っ
た
。

ま
に

ωか
ら
、

「
チ
占
ル
ク
や
騎
兵
」
が
ホ
ス
ロ

1

・
シ
ャ
ー
に
敵
意
を
抱
い
た
乙
と
を
知
る
。

マ
フ
ム
1

ド
が
残
し
た
時
、
彼
ら
は
ホ
ス

581 

ロ
l

・
シ
ャ
ー
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
。

と
れ
を
鎮
め
る
一
方
、

ホ
ス
ロ

l

・
シ
ャ
ー
を
ヒ
サ
l
ル
へ
と
追
放
し
た
の
が
、

サ
マ
ル
カ
ン
ド
で
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権
勢
を
誇
っ
て
い
た
ア
フ
マ
ド
・
ハ
l
ジ
l
・
ベ
グ
と
ダ
ル
ヴ
ィ
シ

ι

・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
タ
ル
ハ
ン
と
で
あ
っ
た
。
以
上
よ
り
、

マ
フ
ム

i
ド

政
権
下
で
、

ホ
ス
ロ

l

・
シ
ャ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ヒ
サ

l
ル
の
ア
ミ

l
ル
ら
と
、
奮
ア
フ
マ
ド
系
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
ア
ミ
l
ル
ら
と
の
間

に
反
目
が
あ
っ
た
ζ

と
を
窺
い
知
る
乙
と
が
で
き
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
奮
ア
フ
マ
ド
系
ア
ミ
l
ル
と
マ
フ
ム
l
ド
系
の
そ
れ
と
の
封
立
が
、

マ
フ
ム
ー
ド
政
権
を
揺
が
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

マ
フ
ム
l
卜
の
袈
後
、
両
者
は
、

ホ
ス
ロ
l
・
シ
ャ
ー
を
犠
牲
に
し
、

「
談
合
」
し
て
バ
イ

ス
ン
グ
ル
を
即
位
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
時
和
解
す
る
の
で
あ
る
。
モ
グ
l
ル
の
ス
ル
タ
l
ン
・
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ
ン
の
進
攻
を
促
し
に
と

停
え
ら
れ
る
バ
ル
ラ
l
ス
部
の
ジ
ュ
ナ
イ
ド
ら
は
、
乙
の
妥
協
を
肯
じ
得
な
か
っ
た
一
涯
と
看
倣
す
乙
と
が
で
き
よ
う
。

乙
乙
で
、

ωに
都
市
住
民
印
Z
Y
Z
と
商
人

E
N山己、

い
る
貼
に
注
目
し
た
い
。
ま
ず
、
「
チ
占
ル
ク
」
と
い
っ
て
想
い
出
さ
れ
る
の
は
、
先
に
引
用
し
た
ユ
l
ヌ
ス
・
ハ
ン
の
容
貌
を
博
え
る
叶
岡
山
の

リ
山
ふ
品
、

1
l
 

チ
ュ
ル
ク
忌
与
と
騎
兵
m
F
H
)

旧
宮
が
そ
れ
ぞ
れ
一
組
と
な
っ
て
記
さ
れ
て

記
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
荒
野
の
チ
品
ル
ク
」
と
「
タ
ジ

I
ク
」
と
が
劉
置
さ
れ
て
い
る
。
バ
ル
ト
リ
ド
に
擦
れ
ば
、

ア
ラ
ブ
人
を
指
示
す
る
民
族
名
稀
で
あ
つ
に
が
、

後
に
、
「
ト
ル
コ
人
」

タ
ジ
l
ク
は
、
元
来

@
 

と
劉
比
し
て
「
イ
ラ
ン
人
」
を
指
す
語
と
な
っ
た
と
い
う
。
ま
に
、

様牧勝
で、藤

あ遊猛
る牧氏
と民に
い・援
う@軍 れ
。人ば

セ
ル
ジ
ュ
l
ク
朝
の
宰
相
ニ
ザ
l
ム
・
ア
ル
・
ム
ル
ク
は

そ
の
著
作
『
統
治
の
書
』
の
中
で
、

ト
ル
コ
人

l
l遊

- 18ー

タ
ジ
1

ク
人
|
|
定
着
、
都
市
民
・
農
民
と
区
別
し
て
お
り
、

「
ト
ル
コ
」
と
「
タ
ジ
l
ク
」
の
概
念
は
現
在
で
も
同

「
テ
ィ
ム

l
ル
朝
の
中
央
最
高
官
聴
は
、

に
。
前
者
は
ト
ル
コ
族
お
よ
び
軍
事
の
諸
問
題
を
扱
う
官
臆
で
あ
り
、
後
者
は
イ
ラ
ン
族
な
ど
ト
ル
コ
族
以
外
の
諸
民
族
と
財
政
の
諸
問
題
を

@
 

扱
う
官
聴
で
あ
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
テ
ィ
ム
l
ル
朝
の
行
政
機
構
は
、

一
方
、
間
野
氏
は

ト
ル
コ
聴
と
サ
ル
ト
臆
の
二
大
官
鹿
よ
り
成
り
立
っ
て
い

嘗
然
の
乙
と
な
が
ら
、

嘗
時
の
朕
況
に
マ
ッ
チ
し
た
健
制
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
に
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
逆
に
、
テ
ィ
ム
l
ル
朝
政
権
は
、
軍
事
力
を
提
供
す
る
遊
牧
系
勢
力
と
財
政
を
措
嘗
す

と
う
し
に
乙
と
が
、
テ
ィ
ム
l
ル
朝
末
期
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
政

る
定
住
系
勢
力
と
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
ピ
ろ
う
か
。

樺
に
も
該
嘗
す
る
ζ

と
を
示
唆
し
て
い
る
の
が
、

ζ

の
記
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
園
式
化
し
て
言
え
ば
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
テ
ィ
ム
l
ル
朝

政
権
は
、
都
市
住
民
(
商
人
〉
に
代
表
さ
れ
る
定
住
民
の
経
済
力
と
、
チ
品
ル
ク
〈
騎
丘
O

K
代
表
さ
れ
る
遊
牧
民
の
軍
事
力
と
い
う
二
本
柱
に



支
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
支
配
者
層
内
に
お
い
て
は
、
前
者
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ゾ
で
あ
り
、
前
者
の
利
権
の
代
静
者
で
も
あ
っ
た
の
が
ホ
ー

ク
ャ
家
で
あ
り
、
後
者
の
そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
ア
ミ
l
ル
層
で
あ
っ
た
。
以
上
の
様
に
結
論
で
き
る
と
思
う
。
マ
フ
ム

i
ド
政
権
は
、

政
権
の
基
盤
で
あ
る
二
本
柱
の
う
ち
の
一
本
1

1
ホ
l
ジ
ャ
家
に
象
徴
さ
れ
る
定
住
系
勢
力
の
支
持
ー
ー
を
失
い
、
も
う
一
本
|
|
ア
ミ
l
ル

に
代
表
さ
れ
る
遊
牧
H
軍
事
勢
力
ー
ー
に
大
き
な
亀
裂
を
入
れ
て
し
ま
っ
た
。
存
在
基
盤
を
失
っ
た
政
権
は
、

も
は
や
存
績
の
術
も
な
か
っ

'』。
今

t

マ
フ
ム

l
ド
の
死
は
、

た
だ
車
に
こ
の
政
権
倒
壊
の
終
止
符
に
す
ぎ
な
い
。

マ
フ
ム
l
ド
政
権
が
倒
れ
た
時
貼
で
、
テ
ィ
ム
l
ル
家
の
ミ
l
ル
ザ
ー
に
よ
る
支
配
は
貫
質
的
に
移
荒
し
た
。
バ
イ
ス
ン
グ
ル
は

ア
ミ

l

ル
ら
の
「
談
合
」
の
結
果
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
貫
擢
は
、

ア
ミ
l
ル
ら
と
ホ
l
ジ
ャ
家
と
が
握
っ
た
。

質
権
を
掌
握
し
た
ア
ミ
l
ル
層
と
ホ
l
ジ
ャ
家
と
が
、

そ
れ
ぞ
れ
員
二
つ
に
分
れ
て
争
う
の
が
、

一
四
九
六
年
の
ク
l
・
デ

タ
1
事
件
で
あ

る。

ζ

の
事
件
は
、
最
初
、

マ
フ
ム
l
ド
の
死
を
も
っ
て
一
時
妥
協
し
た
奮
マ
フ
ム
l
ド
系
の
ア
ミ
l
ル
と
、
タ
ル
ヴ
ィ
シ
品
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・

タ
ル
ハ
ン
を
頭
と
す
る
奮
ア
フ
マ
ド
系
の
ア
ミ
l
ル
と
の
封
立
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
た
。

ク
l
・
デ
タ
l
涯
に
ア
フ
マ
ド
・
ハ
l
ジ
l
・
ベ

- 19ー

グ
が
加
わ
れ
ば

マ
フ
ム
ー
ド
政
権
時
の
樹
立
の
園
式
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

彼
は
、
逆
に
奮
マ
フ
ム
l
ド
系
側
に
味
方
し
て
反
ク

ー
・
デ
タ
ー
を
起
こ
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
、
朕
況
が
饗
化
し
て
き
で
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ
乙
で
、

ア
フ
マ
ド
・
ハ
l
ジ
l
・
ベ
グ
と
奮

マ
フ
ム
l
ド
系
で
バ
イ
ス
ン
グ
ル
の
寵
臣
で
あ
っ
た
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ブ
ド
ウ
ツ
ラ
!
と
が
、
同
じ
パ
ル
ラ
l
ス
族
の
出
身
で
あ
る
こ
と
に
注
目

テ
ィ
ム
l
ル
自
身
(
従
っ
て
テ
ィ
ム
l
ル
家
一
族
)
も
パ
ル
ラ
l
ス
族
の
出
で
あ
る
。

乙
れ
に
劃
し
て
、
ク
l
・
デ
タ
l
涯
の
タ
ル
ハ
ン
一
族
は
、
ア
ル
グ
ン
族
に
麗
し
、
ス
ル
タ
l
ン
・
ア
ブ
l
・
サ
イ
l
ド
が
政
権
を
握
る
際
に

@
 

量
力
し
た
の
を
は
じ
め
、
第

一
章
で
述
べ
に
援
に
、
ア
ブ
l
・
サ
イ
l
ド
家
と
の
姻
戚
関
係
を
利
用
し
て
勢
力
を
伸
張
し
て
き
て
い
た
。
ア
ル

グ
ン
族
は
、
テ
ィ
ム
l
ル
の
頃
か
ら
活
動
が
知
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
と
く
に
目
立
っ
た
働
き
を
し
て
お
ら
ず
、
ア
ブ
l
・
サ
イ
l
ド
の
時

か
ら
急
に
撞
頭
し
に
、
い
う
な
ら
ば
新
興
勢
力
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
乙
の
ク
l
・
デ
タ
l
事
件
は
、
テ
ィ
ム

l
ル
以
来
の
譜
代
勢
力
バ
ル
ラ

l
ス
族
と
、
新
興
プ
ル
グ
ン
勢
力
と
の
主
導
権
争
い
を
基
調
と
し
て
い
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
ア
ミ
l
ル
層
が
分
裂
し
た
と
同
じ

し
た
い
。
パ
ル
ラ
l
ス
は
、

モ
ン
ゴ
ル
以
来
の
名
族
で
、

583 
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く
、
ホ

l
ジ
ャ
家
内
部
で
も
、

ホ
i
ジ
ャ
カ

・
ホ

l
ジ
ャ
と
ホ
l
ジ
ャ
・
ヤ
フ

ヤ
!
と
が
封
立
し
挟
を
分
か
つ
こ
と
と
な
る
が
、

ヘ
ゲ
モ

ニ
ー

を
撮
っ
て
い
た
の
は
、
証
手
の
進
展
吠
況
か
ら
し
て
や
は
り
ア
ミ

l
ル
層
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ク
ー
・

デ
タ

l
汲
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
奪
取
し
た
一
四
九
八
年
以
降
は
、

ア
ミ

l
ル
層
が
完
全
に
寅
穫
を
掌
握
し
、
ミ
l
ル
ザ

l
は
全
く
の

健
闘
と
化
す
。
ミ

l
ル
ザ

l
の
懐
に
は
定
め
ら
れ
に
わ
ず
か
ば
か
り
の
金
額
以
外

一
銭
た
り
と
も
は
い
ら
ず
、
ア
ミ

l
ル
ら
に
敵
意
を
見
せ
れ

ば
、
直
ち
に
底
位
を
迫
ら
れ
る
。

一
方
、
ホ

l
ジ
ャ

一
家
は
表
面
立

っ
た
動
き
を
見
せ
て
い
な
い
も
の
の
、

パ
l
ブ
ル
が
、
ホ

l
ジ
ャ
・
ヤ
フ

依
然
、
隠
然
た
る
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ヤ
l
の
内
躍
を
サ
マ
ル
カ
ン
ド
攻
略
の
顧
み
と
し
て
い
た
黙
か
ら
考
え
て
も
、

一
五

O
O年
の
段
階
で
、
ア
ミ

l
ル
ら
が
、
パ

ル
ラ
l
ス
族
出
身
者
も
、

ア
ル
グ

ン
族
の
そ
れ
も
、

ま
に
、
蓄
ア

乙
乙
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

フ
マ

ド
系
、

マ
フ
ム

l
ド
系
、

ウ
マ
ル
シ
ャ
イ
フ
系
の
区
別
も
な
く
、

一
致
し
て
反
ア
リ

l

・
ミ
l
ル
ザ

l
の
立
場
ぞ
と
っ

て
い
る
乙
と
で
あ

る
。
代
表
的
な
人
物
を
謬
げ
て
み
れ
ば
、
ア
ル
グ
ン
族
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
マ
ズ
ィ

l
ド
・
タ

ル
ハ
ン
、
ス
ル

タ
l
ン

・
ア
サ
イ
ン

ω一
司

5
ミ
ロ
、

@
 

パ
ル

ラ
l
ス
族
の
カ
ラ

O
R目
、
以
前
に
ウ
マ
ル

・
シ
ャ
イ
フ
の
「
ト
ル
コ
鹿
長
官
含
者
同

E
Bロ
」
で
あ

つ
に
ホ

l
ジ
ャ
・

ア
サ
イ
ン
同
ハ
ゲ
者
同
]同

⑬
 

で
あ
っ
た
ア
ブ
ド
ウ
ル

・
ワ
ッ
ハ

l
ブ

メ

E
国一・君
国
YZσ

の

マ
フ
ム

l
ド

・
ミ
l
ル
ザ

l
の

「
印
卓
早
{
呂
旬
日

d
Zロ同
n
y
同日
弘ロ」

- 20ー

恒
己
目
白
山
三
回
、

息
子
ミ

l
ル

・
モ
グ
l
ル

冨

可

豆

諸
ゲ
己

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

乙
の
様
に、

ア
ミ

l
ル
層
は
一
致
し
て
ミ

l
ル
ザ
ー
を
腹
立
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
が
、
決
し
て

ミ
l
ル
ザ
ー
に
取
っ
て
代
っ
て
自
分
が
直
接
「
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
王
座
」

に
座
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
彼
ら
の
限
界
で
も
あ
っ
た
。
如
何
に
健
備
と
化
し
た
と
は
い
え
、
テ
ィ
ム

l
ル
家
の
擢
威
は
彼
ら
の
中
に
は
依
然
生
き
績
け
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
「
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
」
の
後
奇
で
あ
る
シ
ャ
イ
バ

l
ニ
l

・
ハ
ン
に
と
っ
て
、
「
テ
ィ
ム

l
ル
家
」
の
権
威
な
ど
全
く
不
要
で
あ

っ
た
。
彼
は
、
自
ら
「
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
玉
座
」
に
即
い
た
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

一
五
世
紀
末
の
混
飽
期
を
検
討
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
証
争
の
措
手
が
ア

ミ
l
ル
屠
と
ホ

l
ジ
ャ
家
と
で
あ
っ
た
と
の
結
論
に
達
し
た
。
そ



そ
こ
か
ら
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
政
権
の
存
在
基
盤
が
、
軍
事
力
を
提
供
す
る
遊
牧
系
勢
力
と
財
務
を
播
嘗
す
る
定
住
系
勢
力
と
い
う
二
本

柱
に
あ
っ
た
と
の
大
雑
把
な
見
通
し
を
得
た
。

し
て
、最

後
に
提
言
を
二
つ
し
た
い
。

第
一
に
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
「
ア
ミ
l
ル
H
世
襲
遊
牧
貴
族
」
な
る
公
式
は
、
少
な
く
と
も
、
テ
ィ
ム
l
ル
朝
末
期
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
政

権
下
で
は
安
嘗
性
を
依
く
と
思
わ
れ
る
。
私
は
、
第
一
章
で
、
三
人
の
ア
ミ
l
ル
を
取
上
げ
て
長
々
と
紹
介
し
た
が
、

乙
れ
は
、
彼
ら
が
嘗
時

最
も
有
力
で
あ
っ
た
か
ら
ピ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
性
格
を
有
す
る
嘗
時
の
ア
ミ

l
ル
ら
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
勇
敢
で
、
乗
馬
を
好
み
、
飲
ん
で
詩
を
吟
ず
る
典
型
的
な
遊
牧
戦
士
ア
フ
マ
ド
・
ハ

l
ジ

l
・
ベ
グ
。
敬
度
な
ム
ス
リ
ム
で
あ
る

一
方
、
鷹
狩
り
を
も
好
む
ダ
ル
ヴ
ィ
シ

ι

・
ム
ハ
ゾ
マ
ド
・
タ
ル
ハ
ン
。
不
信
心
で
、

一
羽
の
雌
鶏
と
さ
え
戦
え
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
ホ
ス

ア
フ
マ
ド
・
ハ
l
ジ
l
・
ベ
グ
が
、
世
襲
の
ア
ミ
l
ル
と
し
て
、
タ
ル
ウ
ィ
シ
ュ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
タ
ル
ハ

γ
が
外
戚
た
る
乙
と
を
利
用
し
て
、
ホ
ス
ロ
l
・
シ
ャ
ー
が
稚
児
と
い
う
性
格
を
利
し
、
君
主
と
密
接
な
関
係
を
保
つ
ζ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
権
力
を
得
て
い
る
様
に
、
勢
力
伸
張
の
過
程
も
全
く
封
照
的
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
私
は
、
ア
フ
マ
ド
・
ハ
l
ジ
l
・
ベ
グ
を
「
世
襲
遊

@
 

牧
貴
族
」
と
呼
ぶ
乙
と
に
は
何
ら
臨
時
を
費
え
な
い
が
、
ホ
ス
ロ

l

・
シ
ャ
ー
を
そ
の
緩
に
呼
ぶ
ζ

と
は
決
し
て
で
き
な
い
。
ま
に
、
翻
っ
て

考
え
て
み
れ
ば
、
政
権
の
基
盤
で
あ
る
ア
ミ
l
ル
層
内
に
、
ホ
ス
ロ
l
・
シ
ャ
l
の
如
、
き
人
物
の
撞
頭
を
許
す
絵
地
を
輿
え
た
政
権
の
鐙
質
そ

@
 

の
も
の
が
、
テ
ィ
ム
l
ル
朝
滅
亡
の
一
内
部
要
因
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

ロ
l
・

シ
ャ
l
。
ま
に
三
者
は
、
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一
五
世
紀
末
の
証
争
に
登
場
す
る
諸
勢
力
は
穂
て
ス
ル
タ

l
ン
・

ア
ブ
l
・
サ
イ
l
ド
と
関
係
が
深
い
ζ

と
に
注
目
し
た
い
。

ズ
ベ
グ
族
の
ア
ブ
ル
・
ハ
イ
ル
・
ハ
ン
は
、
ア
ブ

1

・
サ
イ
l
ド
の
政
権
獲
得
を
援
助
し
た
し
、

第
二
に
、

ウ

モ
グ
l
ル
の
ユ
l
ヌ
ス
は
、
逆
に
ア
ブ
l

サ
イ

1
ド
の
援
助
を
受
け
て
ハ
ン
位
に
即
い
に
。
テ
ィ
ム
l
ル
朝
内
部
に
お
い
て
も
、
ア
フ
マ
ド
・
ハ
l
ジ
l
・
ベ
グ
し
か
り
。
タ
ル
ハ

γ
一

家
し
か
り
。
ま
に
、
ホ
l
ジ
ャ
・
ア

フ
ラ
l
ル
は
、
ア
ブ
l
・
サ
イ
l
ド
の
招
聴
に
腫
じ
て
タ
シ

ュ
ケ
ン
ト
か
ら
や
っ
て
来
て
い
る
。
以
上
よ
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り
、
テ
ィ
ム
l
ル
朝
末
期
の
諸
事
象
を
考
察
す
る
上
で
、

ア
ブ
l
・
サ
イ
l
ド
時
代
の
研
究
・
解
明
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
乙
と
を
痛
切
に



ア
ブ

l

・
サ
イ
l
ド
の
時
か
ら
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
の
滅
亡
ま
で
を
一
つ
の
時
代
と
し
て
捉
え
る
必
要
性
を
も
感
ず
る
。
間

野
氏
は
、
「
統
一
と
分
裂
と
い
う
覗
貼
か
ら
一
、
テ
ィ
ム
|
ル
朝
史
を
、
三
期
||

テ
ィ
ム

l
ル
の
死
肢
か
ら
シ
ャ
l

・
ル
フ
の
死
授
に
至
る
第

一
期

(
一四

O
五
四
七
年
〉
、
シ
ャ

l

・
ル
フ
の
残
後
、
ア
ブ

l

・
サ
イ
l
ド
の
死
袈
に
至
る
第
二
期
(
一
四
四
七
|
六
九
年
)
、

@
 

l
ド
の
死
残
か
ら
テ
ィ
ム

l
ル
朝
の
滅
亡
に
至
る
第
三
期
(
一
四
六
九
l
一五

O
六
)
|
ー
に
区
分
し
て
い
る
が
、
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感
ず
る
と
同
時
に
、

ア
ブ
l
・
サ
イ

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ア
ブ

l

・
サ
イ
l
ド
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
獲
得
し
に
一
四
五
一
年
を
境
と
し
て
、
大
き
く
二
つ
に
区
分
す
る
乙
と
を
検
討
し
て
も
よ
い
の
で
は

私
は
、
極
め
て
直
観
的
に
、

本
稿
は
、
昭
和
五

O
年
に
京
都
大
皐
へ
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
指
導
数
官
の
方
々
、

と
く
に

間
野
英
二
先
生
か
ら
枚
挙
に
濯
な
い
程
の
御
数
示
を
得
た
。
ま
に
、
史
料
そ
の
他
で
も
様
々
に
便
宜
を
は
か
つ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
厚
く

御
瞳
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

註①
わ
が
園
に
お
け
る
テ
ィ
ム
l
ル
朝
史
研
究
の
蓄
積
は
、
未
だ
極
め
て
貧

弱
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
テ
ィ
ム
l
ル
個
人
の
事
蹟
を
追
っ
た
も
の
が
大
部

分
で
、
テ
ィ
ム
l
ル
朝
史
全
慢
を
一
際
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
研
究
と
し
て
は
、

裁
か
に
、
間
野
英
二
「
テ
ィ
ム
1

ル
朝
の
吐
曾
」
(
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』

8

岩
波
書
庖
一
九
六
九
)
が
翠
げ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
世
界
的
に

も
、
テ
ィ
ム
!
ル
個
人
偏
向
の
研
究
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
小
論
で
扱
う

テ
ィ
ム
!
ル
朝
末
期
に
闘
し
て
、
へ
ラ
l
卜
政
権
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の

は
比
較
的
数
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
政
植
を
扱
っ
た
も

の
は
非
常
に
乏
し
い
の
が
現
吠
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
概
読
書
、
あ
る
い

は
、
註
②
で
一
が
す
『
バ
l
ブ
ル
・
ナ
l
マ
』
の
翻
詩
書
等
に
は
、
テ
ィ
ム

- 22ー

ー
ル
朝
末
期
の
椴
力
抗
手
の
概
略
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
研
究

が
最
も
進
ん
で
い
る
の
は
ソ
連
邦
で
あ
る
が
、
彼
図
の
研
'
究
動
向
を
押
え

る
ζ

と
は
な
お
困
難
が
多
い
。
そ
こ
で
、
編
纂
書
で
は
あ
る
が
、
『
ウ
ス

ベ
ク
共
和
園
史
』
ミ
ミ
刊
号

5

3号
尽
き
ぬ
の
の
も
や
『
サ
マ
ル
カ
ン

ド
史
』
ミ
ミ
語
。
、
h
h

泊。Q

』色、
R
Q
足
。
子
、
『
-
F
斗
白
巨
奈
川
Z
↓・

5
3・を、

そ
の
研
究
成
果
の
集
大
成
と
考
え
て
利
用
す
る
。
と
く
に
、
『
ウ
ズ
ベ
ク

共
和
園
史
』
は
、

二
倉
本
で
一
九
五
五
|
五
七
年
に
、
四
谷
本
で
一
九
六

七
|
六
八
年
に
、
そ
し
て
一
倉
本
で
一
九
七
四
年
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、

彼
園
に
お
け
る
研
究
の
推
移
を
窺
う
に
便
利
で
あ
る
。
唯
、
小
稿
で
扱
う

時
期
に
掬
し
て
は
、
二
倉
本
と
四
谷
本
と
で
は
、
そ
の
語
句
に
至
る
ま
で
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ほ
ぽ
同
一
で
あ
り
、
一
倉
本
で
は
、
概
述
さ
れ
て
い
る
に
す
主
な
い
。
他

に
、
私
が
参
照
し
得
た
も
の
の
中
で
、
の
・
〉
U
E
5
H出向白
E
o
s
-
R
R門司
H0・

、
hhhhAvqN
ぬま
h
也
、
話
。
、
。
民
き
h
g
R
K
F
h
N
5
4
吋同
E
R
g↓・

5
m寸・

の
第
三
章
ザ
ヒ

l
ル
ウ
ッ
デ
ィ

1
ン
・

パ
l
ブ
ル
と
フ
ェ

ル
ガ

l
ナ
を
め

々
る
闘
争
(
三
三
|
六
二
頁
〉
に
、
一
五
世
紀
末
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
め

ぐ
る
註
字
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
優
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

②

現
在
、
わ
れ
わ
れ
が
利
用
で
き
る
テ
キ
ス
ト
は
二
つ
で
あ
る
。
一
つ
は
、

ハ
イ
ダ
ラ

l
λ
l
ド
本
で
、
ベ
ヴ
ブ
リ

ッ
ジ
の
手
で
そ
の
フ
プ
ク
シ
ミ

リ
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
〈
吋
念
切
払
宮
下
弓
弘
喝
さ
『
可
〉
・

ω・
国

2
2
T

t
0・
同
・
』
.
t
司・

0
F
r
r
玄
3
2
2
-
ω
2
5
5
-
-
T
F
g
e
p
s
g
.

河

3
・
S
コ
・
)
。
も
う
一
つ
は
、
一
八
五
七
年
に
ロ
シ
ア
の
イ
ル
ミ
ン

ス
キ

ー
が
校
訂
し
て
カ
ザ
ン
か
ら
出
版
し
た
も
の
で
あ
る

(
N
w
b
E下
さ
さ
S
-

E
正常

Z
-
H
E
M
-ロ白
r
r
。
2
2
r
g勾
-
V
小
論
で
は
、
ハ
イ
ダ
ラ

l
パ

l
ド
本
を
底
本
と
し
て
利
用
し
、
随
時
、
イ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
本
を
参
照
す

る
こ
と
に
す
る
(
以
下
回
Z
で
示
す
葉
激
は
、
線
て
ハ
イ
ダ
ラ
l
バ
ー

ド
本
の
そ
れ
で
あ
る
)
。
向
、
翻
誇
に
つ
い
て
燭
れ
れ
ば
、
回
Z
は
、
チ

ャ
ガ
タ
イ
・
ト
ル
コ

語
文
撃
の
傑
作
と
し
て
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
、
各
園

語
に
翻
剖
評
さ
れ
て
い
る
(
残
念
な
が
ら
邦
謬
は
な
い
)
。
幾
つ
か
の
全
謬
・

抄
誇
の
中
で
、
ベ
ヴ
ァ
リ
ッ
ジ
の
英
誇
(
同
dph
切
ね
ぎ
一下
悼
式
刊
さ
白
吉
岡
詰
h
E

~
g
p
(ミ
間
遠
足
立
ミ
切
白
骨
ミ
)
・
同
E
ロ
ω-2色
町
『
O
B
p
o
。『一四一白色

、H，
E

E
吋
OH同
O同
N
帥
FEM.ι
ム同ロ

PAcym呂
田
白
色
∞
帥
r
g門
司
包
凹
E
F

C
F削
一
巴
『
可
〉
・

ω
・
回
。
〈
2
広
岡
P
H
L
Oロ内田
o
p
H申
NN・
河
O司
-
H由自由
・
同N
3
y

z
z
o唱
。
巳
E

S
叶
。
・
)
が
最
も
優
れ
て
お
り
、
参
照
も
レ
易
い
。
潟

本
、
翻
謬
、
そ
の
他
に
闘
し
て
は
、
ェ
・司
-
Z
O問
自
白
ロ
・
吋
臣
、
玄
白
骨

htHha

可島町宮『
pkAFtXHa~vthvヒ
ロ
旬
、
白
、
』
町
民
円
白
目
的
宮
、
、
S
w・-
-
ω
o
n
z
o回
目
ロ
・
唱
E
1四回・

己陣内

R
Z
-
s
s・
3
・
5
ω
l
H
3・
を
参
照
の
乙
と
。

∞
Z
以
外
の
史
料
と
し
て
は
、
ミ

l
ル
ホ

l
ン
ド
の
『
清
国
伊
の
園
』

(
云
可

r
r
d
z
z
-
同
dh.ミ
b
p
ム
勾
白

st白
内
向
H
a
e

叫
白
冶
J

〈
口
・
吋

ozz・

5
3・
)
と
、
ホ
ー
ン
ダ
ミ

1
ル
の
『
道
徳
の
伴
侶
』
(
穴
rdq削
ロ
仏
曲
目
町
・

吋
民
主
主
-
H

同
色
町
早
ミ
J

切
々
白
〆
同
〈
・
、
H
，
o
F『帥
P
5
8・
以

下

恒

ω
と

略
す
)
と
が
利
用
で
き
る
が
、
腕
曲
な
言
回
わ
し
が
多
く
、
パ
l
ブ
ル
の

晶
聞
に
衣
着
せ
ぬ
記
述
と
比
較
す
れ
ば
、
史
料
と
し
て
数
段
劣
る
。
テ
ィ
ム

1

ル
朝
側
の
史
料
と
し
て
は
、
ほ
か
に
、
モ

ン
ゴ
ル
族
の
系
譜
集
『
ム

l
イ

ァ
ズ
・
ア
ル
ア
ン
サ
l
ブ
』
(
』
hHと
NN
ミ
-h苫
師
、
守
¥
刊
句
phhqw、白同

日
叫
ミ
ミ
刊
誌

h
h
q
h
E
~・
玄
ω
・回
Frzo円

r
b』
5
ロ
E
o
s
-
0・
自
己
2

ユo
E臼

宮
司
自
ロ
ミ
・
〉
が
摩
げ
ら
れ
る
。
モ
グ
|
リ
ス
タ
ー
ン
・
ハ
ン
園
側
の
史

料
と
し
て
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
イ
ダ
ル
の
『
ラ
シ
l
ド
の
歴
史
』
(
玄
ロ
・

宮
田
ヨ
色
沼
ミ
含
♂
吋
白

i
bヤ
凡
勾

S
F問
、
間
以
下
、
叶
河
と
略
す
〉
が
こ

の
時
代
を
カ
ヴ
7
1
し
て
い
る
。
、
H

，
m
は
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
イ
ラ
イ
ア
ス
、
ロ
ス
雨
氏
の
手
に
成
る
英
謬
本

(
h
h
U
H
bミ

b
¥

』
h
b
h
P
R
r
ロ
¥
円
リ
ミ
ミ
『
白
~
h
2
9
~
v
h弘司
hHhN
h
吋
SJhrpム
a同
白
師
』
町
民
、
札
口
¥

ミ
ミ
Nh
』
hHhpS昌
神
宮
、
同
ミ
号
、
・

U
R
hと
と
-
〉
ロ
関
口
問
-
u
r
〈
3
-
O
P

E
-
a
-
耳目岬

r
。
。
自
由
。
ロ
g
q
-
z
o芯
M-ω
ロ内田一
ζ
s
r
u、
Z
・
巴
E
p
p
o

、H，E
ロ
丘
三
一
。
ロ

rv、何・

u
oロ
日
目
。
口
問
N
S
F
F
oロ仏
o
p
H∞申
mrmmw-YH由叶
N・

以
下
、
叶
河
・
開
口
問
・
と
略
す
)
と
、
本
田
賀
信
氏
が
崎
将
来
さ
れ
た
大
英
縛
物

館
所
蔵
の
寓
本

(
ζ
ω
-
p
p
z
r
ζ
5
2目
。
『
-
H勾
以

下

↓

F
玄
ω
・

と
略
す
〉
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と
を
利
用
す
る
。
ウ
ズ
ベ
グ
側
史
料
も

非
常
に
利
用
償
値
が
高
い
。
拙
稿
「
中
央
ア
ジ
ア
・
テ
ュ
ル
ク
民
族
史
研

究
の
展
望
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
三
十
回
答
第
四
貌
)
の
六
二
二

l
一一一二

頁
で
簡
単
に
紹
介
を
し
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
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③

ミ
ミ
吋
口
、
h
h
泊
、
匂
P
R
2
0
h
H
n
n
、
・
4
・
F
g
m
u
・
2
-
y
ω
J
1
由

一
4
・
F

5
m
叶
・
2
h】

-E0・

ζ

ζ

で
は
、

ァ
リ
ー
が
マ
フ
ム

l
ド
の
末
子
と
記
さ

れ
て
い
る
が
課
り
で
あ
る
。

回
Z
や
恒
ω

を
検
索
し
た
限
り
で
は
、
ア
リ

ー
は
第
三
子
で
、
末
子
は
.後
述
す
る
ワ
イ
ス

・
ミ
l
ル
ザ
ー
で
あ
る
。

@

司
ω
に
は
ウ
ワ
イ
ス
亡
者
ミ
臼
と
記
さ
れ
て
お
り
、

『
ウ
ズ
ベ
ク
共
和

圏
史
』
等
も
乙
れ
を
採
用
し
て
い
る
が
、

と
乙
で
は

E
4
や

吋
河
に
従

っ
て
ワ
イ
ス
と
し
て
お
く
。

⑤
政
治
的
・
軍
事
的
能
力
に
依
け
た
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
く、

一
四
九
六

年
に
パ

l
ブ
ル
ら
と
呼
態
し
て

サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
攻
撃
し
た
際
も
、
バ

イ

ス
ン
グ
ル
の
暗
色
シ
ャ
イ
フ

・
ア
ブ
ド
ウ
ツ
ラ

l
gミ
r
r
メ
E
包

z
r

の
娘
を
要
る
と
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
占
領
と
い
う
大
き
な
目
的
を
棚
上
げ
に

し
て
ヒ
サ
|
ル

へ
防
法
し
、
二
度
と
サ
マ
ル

カ
ン
ド
占
領
を
企
て
る
乙
と

は
な
か
っ
た
。
パ

l
プ
ル
は
、
「
彼
の
進
躍
の
目
的
は
彼
女
に
あ
っ

た
よ

う
だ
」
と
冷
笑
し
て
い
る
(
∞
Z
ω
営
|
ω∞『
)。

⑥

テ
ィ
ム

l
ル
家
の
ア
フ
マ
ド
、
マ
フ
ム

l
ド
兄
弟
と
紛
わ
し
い
が
、

モ

グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
・
ハ
ン
閣
の
ハ
ン
で
あ
る
マ
フ
ム

l
ド
に
も
、
ア
フ
マ

ド
と
い
う
名
の
弟
が
居
る
。
本
稿
で
は
、
テ
ィ
ム

l
ル
家
の
そ
れ
ら
に
は

「ミ

l
ル
ザ

l
」
を
、
モ
グ
|
ル
に
は
「
ハ
ン

」
を
附
け
て
直
別
す
る
。

向
、
叶
-
f
H
W
口
問
・
の
索
引
に
は
、
雨
者
を
混
同
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の

で
、
利
用
に
は
注
意
を
要
す
る
。

t

⑦

E
g
g
E
S
E
C
一
1
2
5
0
2
Z
N
N
-
ヨ
自
含
同
門
r
o
L
仙
『

在
三
回
附
rm凶
E

r中
r
o
ロ
削
ロ
『
D
N
r
o
u
u
r
H
F
C
M
F
〕
『
凶
『

今
タ
シ
ブ

E
C
宮
2

5
は
、
イ
ス
ラ
l
ム
法
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
見
廻
り
、
違
反
者
を
罰
す
る
監
督
官
で
あ
る
。

そ
の
職
務
は
、
主

と
し
て
商
取
引
や
日
常
生
活
一
般
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
テ
ィ
ム

l

ル
朝
治
下
に
お
い
て
も
同
様
で
、

ζ

の
場
合
は
、
飲
酒
に
制
到
す
る
「
見
廻

り
」
で
あ
る
(
叫
d
p
h
同
誌
町
河
内
~
口
、
白
白
色
H
b
q
h，
Hえ
ぬ
苦
-
〈
O
-
・
回
目
F
F何
年
O
P

5
8
・
3
・
斗
毘
|
斗
O
ω
u
z
・
m
g
-
N
O
E
U
2
・
M
h
h
b
N
M
M与
、
ご
と
昌
弘
司、

吋
小

遣
宮
、
た
S
N
ミ
ア
N
U
2
・
切
白
ミ
不
足
民
主
九
九
3

・
h
E
ミ
E
E
〉
向
島
、
さ
む
こ
民

凡
苫
マ
む
か
与
問『
h
R
M
Shミ
s
h
-
t
ξ
5
5
ι
g
L甲
山

N
-
ω
ω
・
回
目
。
H
2
・

を
参
照
)
。

③

ナ
ワ

l
イ
ー
に
闘
し
て
は
、

幾
つ
か
の
研
究
が
護
表
さ
れ
て
い
る
が
、

彼
の
事
績
を
追
い

つ
つ
、
一
五
世
紀
後
半
の
へ
ラ
l
ト
政
権
の
政
治
史

を
研
究
し
た
も
の
と
し
て
、
∞
-
∞
・
切
3
4
0
』
r
h
r
三
宮
℃
〉
」
H
E
'
E
E官
民

ロ
o
h
E
4
Z
S
巾
門
医
曲
国
矢
E
ω
z
y

。。mmhhzshhhhF4・HF』白門司
、r
M
-

ョ。円
R・

E
・
5
E
・
2
H
Y
H
U
叶
I
N
S
-
が
摩
げ
ら
れ
る
。
向
、
そ
の
英
謬
木

〈・

白
ロ
ι
、
『
・
7
A
S
o
a
r
u
『

(ご・

γ
玄
同
て
〉
ロ
ω
r
F
h
a
s
s
、
~
ロ
R
h叫

HhM
S
こど

同
H
M
『
司
、
H
b
-
¥
内
室
町
『
白
目

、由hHh-
〈

o
-
-
H
E
・
「
2
t
p
s
m
N
-
司
司
-
H
|
叶
N
・

が
利
用
に
は
便
利
で
あ
る
。

プ
ラ
ン
は
、
乙
の
時
ナ
ワ

l
イ
ー
が
、
ア
フ
マ
ド

・
ハ
1
ジ

l

・
ベ
イ

と
ダ
ル

ヴ
ィ
シ

A

・
ム
ハ

ン
マ
ド
・

タ
ル
ハ
ン
と
の
世
話
に
な
っ
た
と

し
て
い
る
が
、
何
に
銭
つ
に
か
は
不
明
で
あ
る
(
7
A
・
∞
己
5
.
z
o
z
n
o

r-o同
E
1
W
F
A
Z
0
2
-
一
【
広
『
巴
3
2
円
玄
』
『
〉
t
b
F
-
?
z
b〈
h
w
-
r
h
h
-

V

円
〈
ロ
(
H
∞
色
)
・
2
M
・
5
日
呂
田
・
)
。

⑨

『

ム
l
イ
ッ
ス
』
に
銭
れ
ば
、
ア
フ
マ
ド

・
ミ

|
ル
ザ
!
の
ア
ミ
l
ル

に
ち
の
う
ち
、
ア
フ
マ
ド
・
ハ

l
ジ

l

・
ベ
グ
は
そ
の
第
四
位
に
、
ダ
ル

ヴ
ィ
シ
ュ

・
ム
ハ
ン
マ
ド

・
タ
ル
ハ
ン
は
第
六
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お
り

(ミ
Hh
n
p
N
b
T
占
ま
邑
・
5
合
)
、
ウ
ズ

ベ
グ
史
料
で
も
、
雨
者
は
、
後
述

す
る
ア
ブ
ド
ウ
ル
・

ア
リ
l

・
タ
ル
ハ
ン
と
と
も
に
ス
ル
タ

l
ン
・
ァ

フ
マ
ド

・
ミ
l
ル
ザ
l
の
高
位
の
ア
ミ

l
ル
と
し
て
列
摩
さ
れ
て
い
る
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(
吋
白
宮
、
待
問
主

'
h
c
s問
、
白
ー
ー
ミ
毘
旬
、
白
子
昌
弘
送
局
・
玄

ω・
∞
己
昨
年
HF白
5
2
P

O
円
・

ω
N
N
N
L
N品
r
u
回

g
s
-
ω
r
a
E
E
E
E
s
p
h
h
g
H
q
R
b
h史

g

hh門
誌
。
、

Rhhhベ
Q
U
Q
K町、町
h
h
k
h
a
k
s
s
Nて
l
Nて
hhh
白
2

2・
〉

h
-
8・

〉
4
P
5
3・
以
下

VAS-ハ
一
内
と
略
す
、

2
-
Y
5
3。
筒
、
HdhH臣
、
民
三
主
点

。
RNミ白・・
・
で
は
、
ア
フ
マ
ド
・
ハ

l
ジ
ー
を
ム
ハ
ン
マ
ド

ζ
f
ι
ハ
l
ジ

!
と
記
し
て
い
る
が
、

ω
r
a
E包
-
E自
白
の
記
事
と
劉
照
し
て
み
れ
ば
、

乙
れ
が
ア
フ
マ
ド
の
誤
篤
で
あ
る
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

⑮

乙
れ
に
闘
し
て
は
、
恵
谷
俊
之

「
苔
刺
四十
考
」
(『
東
洋
史
研
究
』
第
二

十
二
容
第
二
鋭
〉
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
首
時
の
タ
ル
ハ
ン
が
百
六
鰻
的

に
ど
の
援
な
特
権
を
有
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
な
お
不
明
で
あ
る
。
ウ

ズ
ベ
グ
史
料
は
、
ダ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
の
弟
ム
ハ
ン
マ
ド
・
マ
ズ
ィ

l
ド
・
タ

ル
ハ
ン
ゃ
、
従
兄
弟
の
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
ア
リ
|
・
タ
ル
ハ
ン
を
キ
シ
リ
ク

0
2
Z
S
の
後
諸
と
し
て
お
り
、
笛
時
の
中
央
ア
ジ
ア
で
、
チ
ン
ギ
ス
・

ハ
ン
時
代
の
キ
シ
リ
夕
、
バ
ダ
イ
の
故
事
が
流
布
し
て
い
た
ζ

と
を
窺
い

知
る

(H，
S
Eユ
容
よ
C
E
Nミ
白
l
l
ミ
5
2
H主
む
さ
P
H
N念
U
M32丸、
b
h・R

ミ
旬

hNAE-ミ
uz
屯
bミ・足
hM』刷会
5
h
-
〉

-
Z・〉
Rhu白冨
O
E
-
叶
白
巨

R
2
4・

呂田叶・
4

・
N
a
-
N三
・
向
、
本
警
は
、
中
見
立
夫
氏
の
御
好
意
に
よ
り
、

氏
の
所
戴
本
を
奔
倍
す
る
乙
と
が
で
き
に
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
〉
。

⑪

嘗

時

の

E
r『
(
〈
ロ
ロ
宮
町
〉
と
ア
ミ

l
ル
あ
る
い
は
ミ
l
ル
ザ
!
と
の

関
係
は
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
に
と
思
わ
れ
る
が
未

だ
詳
ら
か
で
は
な
い
。
僚
友
と
も
隷
属
民
と
も
言
い
難
い
。
小
論
で
は
便

宜
的
に
従
士
と
謬
し
て
お
く
。

⑫
現
在
の
東
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
と
は
異
な
り
、
笛
時
の
史
料
に
現
わ
れ
る

ト
ル

キ
ス
タ

ー
ン
、『

c
F
E
E
は
、
ヤ
ス
(
現
在
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
市
〉

を
中
心
と
し
た
シ
ル
河
中
流
域
地
方
を
表
示
し
て
い
た
。

⑬

n
r
z
F
E
a
--
乙
の
部
分
は
、
ハ
イ
ダ
ラ
l
パ
l
ド
本
で
は
飲
落
し
て

お
り
、
イ
ル
ミ

ン
ス
キ
ー
本

(
一
一
一
六
頁
〉
に
の
み
見
え
る
。

@
一
四
六
九
年
二
月
八
日
に
、
ス
ル
タ
l
ン
・
ア
ブ

l
・
サ
イ
l
ド
が
ア

ー
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

l
ン
遠
征
の
途
次
間伐
し
た
乙
と
を
い
う
。

⑮
間
野
英
二
氏
の
御
敬
一不
を
得
た
。

⑮

』

hR・R
N
N
b』
・
弘
法
邑
・

5
$・

⑫

切

・吋・

2
e否
。
回
-
Nむ
も

URRRhp
守

h
E
qhミ
b
p
守
司
缶
詰
同
宮
町
、
向
。
.

辺
町司司
R
O
E両
足
門
誌
。
、

hhh叫・

3
0
n
R
E
L∞叶
N・
2-v・
怠

ω・
『
ウ
ズ
ベ
ク
共

和
園
史
』
は
、
一
マ
ン
H
八
プ
l
ド
(
一
プ
l
ド
U
二
ハ
、
三
八
キ
ロ
グ

ラ
ム
)
と
し
て
お
り

(ミ
ミ
泊
。
、
忠
岡
、
旬
。

n
h
sミ・
2
勺・品∞
N

ロ勺民・)、

こ
れ
に

従

っ
て
穀
物
の
重
量
を
計
算
す
る
と
一
高
ト

ン
以
上
の
債
を
得

る
。
前
掲
の

HUHAW包
E
R
R
で
は
、

ζ

れ
を
誤
り
と
し
て
退
け
て
い
る

宙
・
「
・
「
与
弓

o
p
ども勾
E
R
R
-
n弓
-Sω
ロ
宮
・
)
。
ヒ
ン
ツ
に
嬢
れ

ば
、
マ

ン
の
僚
は
、
地
域
・
時
代
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
は
あ
る
が
、
テ

ィ
ム
l
ル
朝
治
下
の
イ
ラ
ン
で
は
筒
ば
る
品
物
の
場
合
一
マ
ン
H
約
三
キ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
金
帳
汗
園
の
首
都
サ
ラ
イ
で
は
て
九
二
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
ウ
ル
ゲ
ン
チ
・
オ
ト
ラ
l
ル
で
は
一
、

八
八
キ

ロ
グ
ラ
ム
だ
と
い

う

(巧

-
E
Z
E
S
R
p
h
h
h
g町
民
主

C
S
H
円さ
-
Z
S
E
E
n
F

L
2
0
ユO口
同
丘
町
三
}
♂
開
『
門
芯

E
E口
町

ω『
ωロ
ι
r
z
oご
r
F
E仏
O
P
H由
印
印
・

ω
ω
-
g
-
N
N・〉
。
ま
た
、

開
・
〉

-
h
g
E
h
O図
書
の
計
算
に
縁
れ
ば
、
八

高
マ
ン
は
、
七
五

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
上
が
る
枚
穫
の
十
分
の
一
に
骨
固

た
る
と
い
う
(
。
・
同

-
z
m
H
O回国
4・
nQ--hh刷、
Rh言。町、
hhh向
。
口
、
心
、
注
旬
、
ミ
認
定

し円て
l
N
て
h
h
p
-
玄
o
n
R
E
-
忌
J
F
2℃・

2
・)。

⑬
ミ
町
、
羽
毛

hh岡
、
旬
。
町
、
・

5
ミ・

2
-
Y
品∞
ω・

⑬
関
野
「
テ
ィ
ム

l
ル
朝
の
吐
曾
L

一
一
一
一
九
|
一
一
一
一
貝
参
照
。
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③
例
え
ば
、
ホ

l
Jノ
ャ
・
ア
フ
ラ

l
ル
の
ワ
タ
フ
文
書

に
は
、
彼
の
死
後
、

息
子
の
ホ

l
ジ
ャ

・
ヤ
フ
ヤ
ー
が
、
或
い
は
、
ヤ
フ
ヤ
!
と
そ
の
兄
の
ホ

l
ジ
ャ

・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
ウ

ツ
ラ
l
の
二
人
が
、
父
の
後
を
縫
い

で
ワ
タ
フ
の

管
迎
者

E
E
EE
--同
と
な
る
よ
う
定
め
た
も
の
が
あ
る

(
の
ぬ
と
む
、
h
b
E
W2
2向
。
。
ミ
k
Eミ
竺

2
-
Y
H叶

ω
・
N品。・

N由。
〉。

@

ζ
の
聞
の
事
情
に
関
し
て
は
、
間
野
英
二
「
十
五
世
紀
初
頭
の
モ
グ
l

リ
ス
タ
ー
ン
|
|
ヴ
ア
イ
ス
汗
の
時
代
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
二
十

二
容
第
一
放
)
一
七
|
二

O
頁
を
参
照
の
ζ

と。

②

マ

フ

ム

1

ド
・
ミ

l
ル
ザ

l

k
嫁
い
ピ
の
が
、
ス
ル
タ

l
ン

・
ニ
ガ

l

ル
・
ハ
ヌ
ム

ω
--
Z』

mm可
欠

r同
E
g
で
、
ワ
イ
ス
・
ミ

i
ル
ザ
ー
を
儲

け
た
。
ウ
マ
ル

・
シ
ャ
イ
フ
に
嫁
い
だ
ク
ト
ゥ
ル
ク

・
ニ
ガ
ー
ル
・
ハ
ヌ

ム

0
5
-
Z
Z
M
m身
穴

E
E
E
は
、
パ

l
ブ
ル
の
母
親
で
あ
る
。

②
タ
シ
品
ケ
ン
ト
と
い
う
要
衡
を
占
め
、
血
縁
的
に
も
テ
ィ
ム

l
ル
家
の

内
紛
争
充
分
に
利
用
し
え
た
彼
が
、
ウ
ズ

ベ
グ
族
の
シ
ャ
イ
パ

l
ニ
ー
に

名
を
成
き
し
め
た
最
大
の
原
因
は
、
モ
グ
l
ル
勢
力
を
統
一
で
き
な
か
っ

た
鮎
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
モ
ク

l
リ
ス
タ
ー
ン
内
部
に
お
け
る
定
住
仮
と

遊
牧
汲
の
争
い
は
、
ユ

1
ヌ
ス
の
時
か
ら
持
上
が
っ
て
い
た
問
題
で
あ
る

(
間
野
「
十
五
世
紀
初
頭
の
モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン
」
一
一
一

一
頁
参
照
)
が
、

マ
フ
ム
l
ド
・
ハ
ン
の
時
も
、
遊
牧
娠
の
ア
ミ
l
ル
た
ち
は
、
マ
フ
ム
ー

ド
の
弟
ス
ル
タ
l
ン
・
ア
フ
マ
ド
・
ハ
ン

ω-
-〉
グ
ヨ
包
穴
『
山
口
を
奉
じ

て
マ
フ
ム

l
ド
と
は
別
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
、
H
，
m
は
、
と
う
し
た
一

源
、
と
く
に
賓
刑
判
経
験
盟
か
な
指
揮
者
を
敏
い
た
乙
と
が
、
遠
征
の
失
敗

や
敗
戦
の
理
由
だ
と
し
て
い
る
(
斗
河
・
肘
口
問
・
・
司
・
ロ
由
U

叶
河
・
玄

ω・・∞
Hr

|
∞
N
F〉。

乙
れ
に
閲
し
て
は
、
切
・
〉
・
〉
H
Z
a
w
h
o
p
-口町、
AWQ、
門
誌
A
E
U
R
O
5
3
2

@ 

て匂門川町
R
O
F
玄
O門
R
E・
5
2・
が
や
や
問
題
は
あ
る
も
の
の
総
合
的
で

し
か
も
優
れ
た
研
究
書
で
あ
る
。

③
乙
の
事
件
が
、
シ
ャ
イ
バ

|
ニ

l
出
国
頭
の
愛
端
と
な
っ
た
乙
と
は
事
質

で
、
ム
ク
ミ
ノ

l
ヴ
ァ
な
ど
は
、
一
四
八
八
年
を
シ
ャ
イ
パ

l
ニ
l
・
ハ

ン
の
卸
位
年
と
考
え
て
い
る
(
℃
・
「
・
玄
『

R
z
z
z。
E
-
民
民
門
司
同
己
、
R
R

号
、
白
、
、
hFhhq司
NZOミ旬、
hhhhH
缶
、
匂
門
司
令
hE門
誌
ぬ
辺
町
同
て
h
p
-
b。
k
b・

ミ
旬
、
一R
b
h
bミ
《
凶
S
A
B
E
N
-
K
3・
↓
白
巨
尻
市

Z
4・
H由
自
由
・
門
斗
司
・
印
・
)
。

私
は、

シ
ャ
イ
パ
1

ニ
l
の
即
位
は
一
族
の
結
集
に
成
功
し
た
一
四
九
六
、
七
年

の
交
(
後
述
)
だ
と
考
え
て
い
る
。

⑧
ウ
ズ
ベ
グ
史
料
に
媛
れ
ば
、
シ
ャ

イ
パ

l
ニ
l
は
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
の
闘

。zmzzu、
三

-S巳
へ
ア
ッ
パ
ー
ス
・
〉
r
r
r
な
る
人
物
を
波
遺
し

て
、
ハ
ム
ザ
・
ス
ル
タ

l
ン
岡
山
m
w
E
S
ω
「
、
マ
フ
デ
ィ

ー

・
ス
ル
タ

l
ン

豆
ω
『
告

ω-・
兄
弟
を
連
れ
て
こ
さ
せ
た
と
伴
え
て
い
る
(吋
白
さ
ね
江
主
ム

。宮N
三

白

ミ

5
2
H
'さ崎
喝
さ
・
玄
ω
・
ロ
宏
一

回
2

5
・
ω
E可
E
E
-
E
ヨ
P

玄
ヱ
さ
ハ
門
司
司
-HNN・)
、
一
方

回
Z
は
、
回
暦
九

O
二
年
(
一
四
九
六
/

七
)
冬
に
、
ハ
ム
ザ
、
マ
フ
デ
ィ

l
兄
弟
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
バ
イ
ス
ン

グ
ル
の
も
と
か
ら
去
っ
た
と
記
し
て
い
る
(
∞
Z
ω
∞
5
。
雨
史
料
か
ら
、

遊
牧
ウ
ス
ベ
グ
集
闘
の
集
結
は
、
一
四
九
六
七
年
頃
で
あ
っ
た
と
結
論

す
る
ζ

と
が
で
き
る
。

②

テ

ィ

ム

1

ル
が
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
内
域
内
に
建
設
し
た
宮
殿
で
あ
る

が
、
テ
ィ
ム

l
ル
家
の
莱
王
子
が
乙
乙
へ
迭
ら
れ
る
と
い
う
隠
喰
は
、
す

な
わ
ち
殺
さ
れ
る
と
い
う
と
と
で
あ
っ
た
(
切
Z
ω
ロ)。

⑧
彼
に
は
、
元
来
、
玉
座
に
印
く
櫛
利
も
輿
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
(
回
Z
N
u
r
v

@

U
E喧
弘
、
刷

bp'
輔
の
宮
町
、
hH
l
h
R司令
H・3
R
M

遣

a
p
p
A
ω
-
-
H
N
F
U
回

O
B
J・
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ω
r
a
Z
E
-
E
S
P
-
A
X穴
戸

2
3・
H
N
H
l
H
M
M
・

@
g
a
t
ro同
品

r
o
m
g
品

E
z
z
r
(∞
Z
8
3
乙
乙
で
問
題
と

な
る
の
は
宮
町
削
同
で
あ
ろ
う
。
エ
ッ
ク
マ
ン
に
嬢
れ
ば
、
-
副
F

は
複
数

を
表
わ
す
ア
ラ
ブ
語
女
性
語
尾
で
あ
る
己
・
開
nr自
g
p
n
p
h
H
h
h
Eし可

』

h
b
S
R
色町・

E
S
E
-ロ
m
g
P
5
8・司

-a・
)
が
、
他
の
用
例
、
例
え
ば
、

r
o
m
-
e
4同
roZ-己
白
円
〔
〈
陣
〕
三
四
三
川
町
(
∞
Z

イ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
本
、
二

二
頁
〉
な
ど
か
ら
剣
断
し
て
、
私
は
、

rom史
が
、
車
な
る

rom
の
複

数
形
で
は
な
く
、

ro同
よ
り
一
段
低
い
階
層
の
者
を
表
示
す
る
術
語
で

あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
故
、
ベ
ヴ
7

リ
ッ
ジ
の
誇

2
F
2
r
o
m日
・
岡
高
記

ωロ
仏
師
自
己
f
H凶
口
内
凶
帥
O
】
内
出
耳
目
(
因
。
〈

2
広
mphwb~vR下
詰
む
噛
志
向

H詰
同

誌

h
目礼師、
H
-

vs・
)
は
安
嘗
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、

rom-rom悶
7
2
z
r
y
或
い

は

1
E同
な
ど
が
、
テ
ィ
ム

l
ル
朝
支
配
階
級
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
中
で

ど
の
様
に
位
置
附
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
を
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

@
恒
ω
∞・
8

H

・

②

サ
マ
ル
カ
ン
ド
近
郊
の
村
落
で
、
有
名
な
フ
ァ
ー
ル
ス
地
方
の
中
心
地

シ
l
ラ
l
ズ
で
は
な
い
。
テ
ィ
ム
1

ル
は
、
サ
マ
ル
カ
ン
ド
が
世
界
の
中

心
で
あ
る
乙
と
を
誇
示
し
て
、
周
圏
の
村
落
に
西
ア
ジ
ア
各
地
の
大
都
市

名
を
附
け
て
い
る
。

③
乙
の
牧
地
は
周
圏
を
取
圏
む
よ
う
に
川
が
蛇
行
し
て
い
る
震
に
、
出
入

口
が
狭
く
、
本
陣
を
置
く
に
は
恰
好
の
場
所
で
あ
っ
た

S
Z
怠
る
。

⑧

ω
Z
怠
『
・
向
、
司

ω
は
ラ
ピ
l
第
二
月
と
し
て
い
る
(
司

ω
唱・

8
S

が
、
検
討
し
た
結
果
、
そ
れ
が
誤
り
で
あ
る
ζ

と
を
知
っ
た
。
パ
l
プ
ル

が
翌
年
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
出
立
す
る
ま
で
、
「
百
日
間
」
サ
マ
ル
カ
ン
ド

を
支
配
し
た
と
の
∞
z
g
a
g
r
の
記
事
が
正
確
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、

パ
l
プ
ル
の
サ
マ
ル
カ
ン
ド
入
城
は
一
一
月
一
一
一
一
一
日
の
乙
と
で
あ
る
。

③
ウ
ズ
ベ
グ
史
料
に
は
、
シ
ャ
イ
バ

l
ニ
ー
に
率
ら
れ
た
ウ
ズ
ベ
グ
族
が

し
ば
し
ば
掠
奪
を
敢
行
し
た
記
事
が
散
見
す
る
が
、
回
Z
は、

7
1
・
ヮ

ラ
l
・
ア
ン
ナ
フ
ル
の
一
村
落

(JE『
目
立
三

2
)
が
モ
グ

l
ル
や
ウ
ズ
ベ

グ
の
掠
奪
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
た
乙
と
を
「
そ
の
地
方
で
は
、
も
し
城
壁

が
な
か
っ
た
な
ら
モ
グ

l
ル
や
ウ
ス
ベ
グ
の
矯
に
、
如
何
な
る
村
も
存
在

し
ま
い
」
と
記
し
て
い
る
(
回

Z
3
3。

⑧
乙
の
聞
の
状
況
は
、

の
・〉
ω
E
V
向、同様
E
o
s
-
h
h
h円
送
。
、

R
h
h
S句、
N

ぬ
ま
h

ミ
H

唱
。
位
、
交
M
h
o
-
R
ま

h
N
刷、q
・・

2hv-gl怠
・
に
詳
し
い
。
向
、
吋
河

に
銭
れ
ば
、
と
の
二
年
間
の
宇
い
は
主
と
し
て
ア
ミ
l
ル
ら
の
反
自
に
よ

る
も
の
だ
と
い
う
(
斗
戸
何
回
同
・
・
司
・

5
A
H
¥『
戸
玄

ω・・
5
∞
ろ
。
ア
ミ

l

ル
ら
の
褒
言
力
の
大
き
き
を
物
語
る
記
事
で
あ
る
。

③
ム
ク
ミ
ノ
i
ヴ
ァ
は
、
二
ハ
世
紀
の
諮
史
料
を
検
討
し
て
、

E
H
E
が

ベ
ク
(
ア
ミ

l
ル
)
よ
り
一
段
低
い
階
級
の
宮
廷
官
吏
で
、
君
主
の
側
で

仕
え
た
廷
臣
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
(
司
・
「
-
P
A
V
示
室
主
O
回
同
・
穴
国
ωU『・

』巾
Z
E
5
門
官
、
同
国
巾
白
ω
出
国

1

『
円
同
国
岡
、
『
与
玄
室
。
回
・
ミ
N
Q
N

匂
持
R
P
A
Y
E
R阻
む
ミ
-

R占
R
R・
《
コ
国
内
「
富
市
出
国
宮
市
司
白
富
田
斗
国
国
民
国
切

0
2
0
5
L
S∞
Y
〉

A
R
R・

E
・
5
8・
2
℃
・
お

OIHS-)。
側
近
と
詳
し
て
お
く
。

③
乙
の
時
モ
グ

l
ル
の
マ
フ
ム

l
ド
・
ハ
ン
は
、
五
千
人
の
援
軍
を
迭
つ

て
い
る
(
吋

st弘
之
容
'
H
C
H
h
N
ミ
白
l
l
N
『宮崎

EH'昌
弘
送
局
・
玄

ωよ
お

ε・〉。

ウ
ズ
ベ
グ
族
軍
濁
の
軍
勢
で
は
な
い
。

③

同
u
・
吋
・
玄
山
、
民
冨
甲
山
田
O
E
-
h
R
h話口、
hhR
号
、
白
、
ま
F
H

口、
5
0
h民
主
主

曲
、
包
町
民
認
門
司
H
b

正
し
内
ミ

?

2℃
・
自
由
を
参
照
。

⑩
ウ
ズ
ベ
グ
史
料
で
は
、
彼
が
酔
ぱ
ら
つ
て
ク
ハ
ク
か
ら
特
落
、
死
亡
し

七
と
記
さ
れ
て
い
る
。

znV山

r
E
ι
Z
臼

O
口明

ω己
申
削
ロ
メ
ロ
忌
同
『
乱
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E
Bニ戸間一戸《山
内w
h
R
h
v
h
b
一色~一主主

f
r司
o
z
u
Z
E『
(
民
な
h
H
h
h
H
Z
九白円
w
h
p

zuh・
ェ
・
切
向
日
}
B
E
E
-

穴
自
由

z
y
s
s
-
胡・∞∞・
)
民
主
主
一
は
河
川
名
で

あ
る
か
ら
意
味
が
通
じ
な
い
。
ベ
レ
ス
ィ
ン
は
、
ζ
れ
を

r
E
r
r
の
談

り
と
見
て

「
亭
か
ら
」
円
、v
z
o
n
E
落
ち
た
と
讃
み
(
民
な
h
q
む
さ
白
。
白
・

円
、『
司
・
「
×
〉
ロ
ロ
)
、

ベ
ヴ
ァ

リ
ッ
ジ
は
、

「
コ
ヒ
ク
(
コ
ハ
ク
)
河
へ

」

5
5
子
。
穴
o
r
F
'者
三
号
と
解

し

て

い

る

(
∞ぬ〈
2
』
内
田
町
ク
句
、
宮
下

詰
丸
呈

b
S
同
苫
h
h
h
急
・
司
-
H
M
∞
P
N
・)
。
向
、
ヴ
ァ
ム
ベ
リ
l
は
、
「
コ

ハ
ク
河
の
岸
沿
い
に
馬
を
駆
っ
て
い
た
際
K
偶
然
に
も
溺
死
し
た
」
と
記

し
て
い
る
(
〉
・
〈
札FE
r
e『
・
同
h
h
凡由『い宅口、¥切
D
b』

H
S
6・
r
o
D《同
o
p
H∞叶
ω.

問。司・・

5
3・同
Y
M
m
ω

ロ-
N
・)
が
誤
り
で
あ
る
。

と
れ
に
劃
し
て
、
テ
ィ

ム
l
ル
朝
側
の
史
料
で
は
、
ア
リ
l
は
殺
害
さ

れ
た
と
し
て
い
る

(∞
Z
∞
S
u
恒

ωω
・
ミ
3
。
前
後
の
事
情
よ
り
判
断

す
れ
ば
、
彼
は
殺
害
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
安
笛
で
あ
ろ
う
。

@

ミ町、誌。、
hh
泊
、

u
n
n
h
J
s
a・
2
℃・ω叶由一回申印吋・

2
℃・

8
吋
11
8
∞・

@
M
3
白
k
u
R
0
・

5
a・
2
℃・

ω吋
?
呂
町
叶
・

2
℃・

8
叶・

@

旬、・

2--H〈・
3
・
g∞
|
印

S
・

⑬
勝
藤
猛
「
『
統
治
の
書
』

に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
三
十
四
谷

第
四
披
〉
七
一

l
二
頁
。

@

間

野

「

テ
ィ
ム

l
ル
朝
の
吐
曾
」
三

O
九
頁。

@

ζ
の
駄
に
闘
し
て
は
、
昭
和
五
一
年
一
月
一
六
日
に
東
洋
文
庫
の

「イ

ス
ラ
ム
園
家
論
」
研
究
舎
で
「
テ
ィ
ム

l
ル
朝
末
期
の
権
力
抗
字
を
め
ぐ

っ
て
」

と
題
し
て
口
頭
笈
表
し
た
際
に
、
岡
田
信
弘
氏
か
ら
御
敬
一
示
を
得

た
。
向
、
同
研
究
曾
で
は
、
岡
田
氏
の
ほ
か
、
設
雅
夫
氏
を
は
じ
め
多
く

の
方
々
か
ら
様
々
な
御
示
唆
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。

⑫
母
h
hNh
aH

N
N

白N
'
h

ま
hM
守・

5
E・
向
、
諸
官
織
に
闘
し
て
は
、
間
野
「
テ

ィ
ム

l
ル
朝
の
而
曾
」
三

O
六
l
三
一
一
一
一
を
参
照
さ
れ
た
い
。

@

ダ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
タ
ル
ハ
ン
の
属
す
る
ア
ル

ク
ン
族
に

つ
い
て
は
、
未
，た
不
明
な
貼
が
多
い
c

今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
。

@

マ

ン

ス
l
ラ
・
ハ
イ
ダ
ル
は
、
最
近
設
表
し
た
論
文
で
、
ホ
ス
ロ

l

・

シ
ャ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

ア
ミ
l
ル
ら
に
つ
い
て
縮
れ
て
い
る
が
、
彼
ら

の
「
賞
力
」
を
軽
視
し
て
い
る
。
女
史
に
操
れ
ば
、
テ
ィ
ム

l
ル
現
の
政

慢
は
一

種
の
一専
制
君
主
制
で
あ
り
、
王
朝
の
表
退
・
分
裂
期
に
も
そ
の
侍

統
は
存
綴
し
て
い
た
と
い
う
。
イ

ン
ド
の
研
究
動
向
を
知
る
に
は
有
盆
で

あ
る
が
、
論
文
そ
れ
自
慢
は
、

注
目
に
債
す
る
程
の
も
の
で
は
な
い
(
玄
-

Z
巳
ι
2・
吋
r
o
ω
O〈
何
耳
石
ロ

5

任
命
、
『
-
ヨ
ロ
コ
ι
ω
g
Z
(〉
内
【
〈
吾

l

v
ハ
〈
任
。
0
5
5
5
6・同

4

宮
『
町
民
円
白
〈
口
同
l
N

・
H

申吋
m・
3
・
2
|
∞N
・〉。

@
間
野
「
テ
ィ

ム
l
ル
朝
の
枇
曾
」

三
0
0
|
三

O
一
一貝
。
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On the Internal Troubles at the End of the Timurid Dynasty

Tｏｒｕ Ｈｏｒikaｗａ

　　　

From 1494 till 1500, there were troubles within the Timurid govern-

ing class at Samarqand. They had been involved with the princes of the

Timurids (^mirzds'), the　ａｍｉｒｓ,　x.hesons of the Khwaja Ahrar, and the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●●khans of the Moghuls and Ozbegs ； and this directly caused the fall of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●●the Timurids and the rise of Shaybani Khan Ozbeg.

　　　

Our investigations of the troubles let us to the following conclusions:

1）Ｔｈｅ government　of the　TimuridsぺN&S supported by two pillars, the

ａｍｉｒｓand the　khｗａｊａs. The former controlled the nomadic peoples who

were charged with military affairs and the latter had a similar relationship

to the settled classes who were engaged in economic affairs. 2) The basis

of the troubles lay in rivalries among the.　ａｍｉｒｓ(forexample, a party of

the late Ahmad vs. Mahmud, and the Barlas' amirs vs. those of Arghun),

while the mirzds were merely their puppets.　3）Ｔｈｅ character of the

ａｍｉｒs

　

had

　

changed when　compared　to　Timur's day ；　thus we　cannot

always term them “ patrimonical･nomadic nobles.”

- １－


